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巻頭言

巻頭言

情報処理教育センター長松村雅史

デジタルメディア社会の創造とメディアラボ

本学では，社会の情報化と少子高齢化に素早く対応するために，平成１２年に総合情報

学部メディア情報文化学科，平成１３年に工学部医療福祉工学科，平成１５年総合情報

学部デジタルゲーム学科を四1条畷キャンパスに開設しています。平成１７年には医療福

祉工学部医療福祉工学科を拡充し，医療工学，生命情報学，健康福祉工学のコースが開

設されます。このように常に時代のニーズを先取りした学部学科を開設しており，教育

支援環境，特にデジタルメディア・情報ネットワーク環境についてもニーズに対応した

新たな展開が求められます。特に，四峰畷キャンバスを拠点とするメディア情報文化学

科，デジタルゲーム学科では，デジタルメディア社会で先導的役割を担う人材の育成を

主題としており，常に新しい試みにチャレンジする姿勢が必要です。

このようなデジタルメディアに関する教育を行うために，平成１２年メディアラボが開

設されています。このメディアラボの施設は，オーサリングルーム，クリエーションルー

ム，コミュニケーションルーム，デザインルームの４つの演習室からなり，この設計と

運営は情報処理教育センターが担当しました。基本システムとして実績があり，「電通大

方式」として知られる学生の状況をスキャンして教場のモニタリングを行うハードウエ

アと情報ネットワーク，それらを支援するソフトウェアを用いた教育方式の理念（前情報

処理教育センター長デジタルゲーム学科対馬勝英教授が提案）は継承されています。

デジタルメディアの創造では，良い作品を分析して，自らの作品をも評価するシステム

が必要不可欠です。斬新なデジタルメディアが世の中に発信されつつありますが，デジ

タルメディアをリアルタイムで評価するシステムに関する研究も推進すべき課題です。本

年報では，ゲームやＣＭ，音楽などに対するリアルタイム評価を目標とした主観値入力装置

に関する研究報告があります。また，特集ではコンテンヅエバリュエータとその使用例

を報告しています。いずれも本学のオリジナリティある研究成果であり，デジタルメディ

ア評価技術の高度化に役立つと期待されます。

さて，情報関連装置の技術革新は早く，メデイアラボの機器も４年が経過致しましたの

で，機器の更新が必要となってきます｡一方，情報機器だけの更新だけでなく，新たな

サービスや情報発信も模索しており，情報処理教育センターと共に下記のサービスにつ

いて検討しております。

１．デジタルメディアの蓄積と発信のための基盤技術の提供と利用サービス

２．１Ｔを活用した実践的遠隔教育（e-learning）の導入と活用

３．１Ｔを活用した産学官連携教育と外部への情報発信（産学官連携など）

４．地域を対象とした情報教育支援プログラム

５．情報セキュリティ機能の強化

６．アミューズメントバレー構想

これからは情報発信しない（できない）大学は生き延びていけない時代になっていま

す。積極的に情報発信を行いながら本学の独自性を出せるように関係の方々のご支援

を頂きながら新機軸を出せるように努力しますので，ご協力願います。

１

、
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巻頭言

デジタルゲーム学科教授（前情報処理教育センター長）対馬勝英

メディアラボ事始め

２０世紀の最後の年である２０００年に大阪電気通信大学はメディア情報文化学科

を設置しました。メディア情報文化学科の設立委員として，また，情報処理教育セン

ター長として，更には教育システム，教育工学の専門家としての立場からこの新たな

学科を支援する新たな教育施設であるメデイアラボをデザインしました。

大阪電気通信大学が従来の工学，科学教育とは異なる新たなメディアの分野に船出

するに当たり，教育理念から再考してデザインを考えました。

大阪電気通信大学情報処理教育センターは１９７８年に日本で最初のパソコンを用

いた教育を実践して以来ｊ常に我が国のトヅプを走り続けて来ました。その間に積み

上げた成果をどのように継承するか，この分野の急速なメディア化と多様化にどのよ

うに対応するかがデザインにあたっての最大のポイントとなりました。

工学教育は型にはまった押し付け教育の色彩が強いものですが，対話型コンピュー

タの特徴を活かした教え込みではない対話型情報教育を標傍して来た「電通大方式」

の教場はそのまま，自由でメデイアリヅチな教育を行う条件をみたしておりァ理念的

な変更は殆ど必要ありませんでした。

(このことは実際に，新たな学科の教授に赴任して教育を実践してみて確信が持てまし

た）

WindowNT,ＢｅＯＳ,Ｌｉｎｕｘの３つのＯＳがトリプルブートできるシステムの実現，コラボ

レーシヨンに適した教場の設計，学習者の画面を全演習者に提示できる方式の実現，

演習支援システムの実現等の先進的な試みを行い，その成果を外部に発信し，２１世

紀における先進性をアピールしてきました。日本における先進的情報教育の例として

マレーシアのマハティール首相，首相夫人がメディアラボを視察されました。

個性的な大学として生き残るためには教育研究の内から汲み上げた他学にない独自

の提案，実践がなければなりません。幸い，本学はそのような実績を積み上げて来て

おり，情報教育分野に限っても文部科学省の大形プロジェクトである知的クラスター

創成事業が認められています。そこから生まれた成果が本学の次の独自教育に反映さ

れることは云うまでもありません。

発信した成果を用いて特色のある教育を行える大学としての大阪電気通信大学の特

徴は２１世紀において多くの人々の共感を得て，大学としての評価が高まるものと期

待しております。特色のあるメディア適性入試はこのメディアラボにおいて実施され

ており，それを支えるスタヅフ，施設，ノウハウは個性的な学生を選抜したいという

熱意に支えられています。

２



巻頭言

２００３年にアミューズメント分野を志向する個性のある若者が集まってゲームを

創るデジタルゲーム学科が設置されました（私はそれの設置委員をつとめ，教授に就

任しております)。この学科はまだ完成年度を迎えていない若い学科ですがメディァラ

ボの設置にあたって考えられたいくつかの教育理念を実現することが日本初のこの学

科を日本を代表するものとして定着させることになると考えられます。

３
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主観値入力装置の入力特性に関する基礎的研究

ＢａｓｌｃＳｔｕｄｙｏｆｌｎｐｕｔＰｒｏｐｅｒｔｙｆｏｒＣｏｎｔｅｎｔｓＥｖａｌｕａｔｏｒ

上月景正＊

KagemasaKOZUKI＊

浅羽修丈*＊

NobutakeASABA☆☆

石桁正士*＊

TadashilSHIKETA☆☆

*ＫｏｎａｍｉＣｏ． 噸愈OsakaElectro-CommunicationUniｖｅｒｓｉｔｙ

あらまし

我々は、これまで様々な評価対象に対する学生自身の主観的な評価についての研究を行ってきた。

その結果、我々は主観的に評価した結果をリアルタイムでかつ連続的に採取するための装置「主観

値入力装置」を開発した。これまで、この装置に関する研究として、様々な機器を用いた装置の開

発、この装置を使用した実験環境の研究、さらにはゲームやテレビＣＭ、音楽などに対する評価の

実践的研究を行ってきた。

今回、この装置を使用した実験で、被験者が思ったとおりに入力できているのかどうかを検証し

たので、報告する。

キーワード：主観値入力装置、主観的評価、入力特性実験

１．はじめに

高等教育機関において、情報教育が積極的に

行われており、情報に関する学科が増設されて

いる。教育方針はそれぞれの教育機関により異

なるが、大阪電気通信大学総合情報学部メディ

ア情報文化学科では、デジタルメディア社会に

おいて活躍できるクリエイテイブな人材を育て

ることを主な目的としている。

この能力を育成するには、学生に様々なデジ

タルコンテンヅを制作させ、情報発信できる環

境が必要であるが、我々は、収集・表現・処理・

創造された情報や受け手に発信・伝達された情

報が、学生によって評価される時の情報評価能

力も重要であると考えている。そして、評価結

果を学生にフィードバヅクして、学生自身に評

価能力を向上させることも必要であると考えて

いる。

我々はこれまで、学生の様々な作品、学生の

発表、我々の授業など（以下、評価対象と記す）

に対する学生自身の主観的評価についての研究

を行ってきたが(')~(6)、その評価方法のほとんど

が評価対象を見終わった後や教員が指定した時

点での評価であった。

そこで我々は、評価対象に対する主観的に評

価したデータを、リアルタイムでかつ連続的に

採取するために、主観値入力装置（以下、装置

と記す）を開発してきた｡(7)~(,0）

ここでいう装置は、映像や音像などを対象と

して、評価者（主として学生）の主観的な印象

の度合がリアルタイムに記録できるようになっ

ていて、我々は、この研究において、装置の開

発、装置の入力特性実験、実験環境の整備、さ

らにはゲームやテレビのＣＭなどに対する評価

の実践的研究を行ってきた｡(7)~(,0）

中でも、装置の入力特性実験においては、本

当に評価者の思い通りに評価できるのか、入力

したいところで入力ができるのかなどに関わる

ため、重要な研究課題となっている。

これまでに我々が行ってきた入力特性実験の

研究では、評価者に対して階段状やサインカー

ブなどのグラフを事前に見せて、その通りに入

力できたかどうかの検証を行った。その結果、

十分入力することができたという結果を得た(7)。

しかし、実際にゲームやテレビのＣＭなどを見

ながら入力するときの入力特‘性試験はこれまで

行っていない。

そこで本稿では、これまでの入力特'性実験と

は異なる実験を行い、評価者が入力したいとこ

４



掲載論文（教育システム情報学会情報教育研究部会第９４回研究会報告）

ろで入力できたかについて調査したので、その

結果について述べる。

２．研究の目的

本稿では、装置を使用して評価を行う際、評

価者が入力したいところで入力できたか、どれ

くらい装置を使用した実験（以下、実験と記す）

の回数を重ねれば入力したいところで入力がで

きるかについて明確にすることを目的としてい

る。

まず、被験者を数名集めて、同じ内容の実験

を数回にわたって連続で行い、１回の実験が終

わるたびに思い通りに入力できたかをアンケー

ト形式により自己判断してもらった（以下、ア

ンケート調査と記す)◎このことについては、第

３章第１節で説明する。

次に、アンケート調査の結果について、なぜ

そのような自己判断の結果になったのか、ま

た、被験者自身が入力した実験の結果を参照し

てもらいながら、実験題材のどのシーンで入力

したかったのかを明確にするために、後日、被

験者を１人ずつ呼び、発話プロトコル法による

聞き取り調査（以下、プロトコル調査と記す）を

行った。このことについては、第３章第２節で

説明する。

次に、被験者が同じ内容の実験を数回にわ

たって連続で行うとき、何回目ぐらいで思い通

りに入力できたと感じたのか、また何回目ぐら

いで疲労を感じたのかなどを、アンケート調査

とプロトコル調査の結果から把握しようとし

た。このことについては、第４章で説明する。

また、被験者が入力したいと思ったシーンで

時間的なズレがなく入力できたかどうか、また

その時間的なズレが実験の回数を重ねるごと

に、どのように変化するかを明確にするため、

実験の結果とプロトコル調査から分析を行っ

た。このことについては、第５章で説明する。

３．実験の概要

３．１主観値入力実験

まず、同じ内容の実験に関するデータを採取

するため、被験者に数回にわたって連続で実験

を行ってもらった。その詳細を（１）被験者、

（２）実験の日時、（３）実験の場所、（４）実験

題材、（５）実験項目、（６）実験の順序の順に

説明する。

５

（１）被験者

今回行う実験の被験者として、メディア情報

文化学科で行われている授業「問題解決の基

礎」（石桁が担当）を受講している学生５名に協

力をお願いした。これら５名の被験者を、以下

Ａ氏～Ｅ氏と呼ぶ。

（２）実験の日時

実験を行った日時を表１に示す。なお、実験

にかかった所要時間は約２０分であった。

表１実験の日時

平成１４年１２月５日１３時～13時20分…Ａ氏～Ｃ氏

平成１４年１２月６日１３時～１３時20分…Ｄ氏

平成１４年１２月１３日１３時～13時20分…Ｅ氏

（３）実験の場所

実験を行った場所は、大阪電気通信大学四条

畷学舎内にあるコミュニケーシヨンルームであ

る。

コミュニケーションルームとは、大学内にあ

るコンピュータとＬＬ（LanguageLaboratory）

を融合した新しいマルチメディア教室で、５０

台のコンピュータ（HITACHIFLORA370、ＯＳは

ＢｅＯＳとＴｕｒｂｏＬｉｎｕｘとＷｉｎｄｏｗｓＮＴと

Windows2000）が設置されていて、各コンピュー

タはネヅトワークで接続されており、ファイル

やフォルダを共有したり、コンピュータで作成

したファイルをネットワークを通じて収集した

りすることができる。また、１つのテーブルに

２台のコンピュータが並んでおり、その間に教

員からの指示内容を提示するディスプレイが設

置されていて、授業がきわめてスムーズに行な

えるようになっている。

この５０台のコンピュータすべてに、装置が

取り付けられており、５０人もの被験者に対し

て実験がいつでも行える環境が整っている。そ

のコミュニケーシヨンルームの様子を図１に示

す。なお、図１の円内は今回使用したジョイ・

スティック型ゲーム用入力装置である。

（４）実験題材

被験者に見てもらった実験題材は、浜崎あゆ

みが出演しているサントリー社のボスのＣＭ

｢工事現場編」（以下、ボスＣＭと記す）で、時

間は３０秒である。なお、このＣＭは、平成１

４年９月度のＣＭ好感度ランキング１位（ＣＭ

総合研



2000-2003年度年報

図１コミュニケーションルームと装置（円内）

究所調べ）に選ばれている。ボスＣＭの１シー

ンを図２に示す。

図２ボスＣＭの１シーン

（５）実験項目

被験者にボスＣＭを見てもらいながら、どの

ような項目で実験を行うのかを決めるために予

備調査を行った。

予備調査の方法として、まずは石桁研究室に

所属する平成１４年度卒業研究生８名にボスＣ

Ｍを見てもらい、感じた印象を形容詞、または

名詞で１人につき３つ以上挙げてもらった。得

られた形容詞、または名詞を表２に示す。

次に、表２の形容詞、または名詞の中からボ

スＣＭの印象として最もあてはまるものはどれ

かを、大阪電気通信大学の授業である「認知心

理学」（石桁が担当）の受講生に対して調査し

た。その結果、「軽快さ」がボスＣＭの印象とし

て最もあてはまることが分かった。

そこで、今何の実験での実験項目は「軽快さ」

表２ボスＣＭに対して感じた印象

。明るい

．かわいい

．男らしい

．不真面目な

･現代的

。たくましい

．危ない

．暑い

．つまらない

.黒い

．面白い

。軽快な

．楽しい

．閉鎖的

。やさしい

．気持ちのよい

｡場違い

。しんどそう

，きれい

とし、被験者にはボスＣＭを見てもらいながら

軽快だと感じたら装置のスティック部分を前

に、荘重だと感じたらスティック部分を後ろに

倒してもらうように指示した。

（６）実験の順序

実験の順序としては、我々が被験者に実験の

概要を説明した後、①ボスＣＭを見てもらいな

がら実験を行い、②入力終了後、思ったとおり

に入力できたかどうかのアンケート調査に答え

てもらうという流れを５回繰り返して行った。

そのときに使用したアンケート調査内容を図３

に示す。このアンケート調査では、実験が１回

終了するごとに、５段階で自己評価できるよう

になっている。

上記の（１）～（６）の形で実験を行うこと

により、１人の被験者に対して５回分の実験の

データと、思った通りに入力できたかのデータ

を５回分採取することができた。

３．２プロトコル調査

実験終了後、各被験者にはもう一度集まって

もらい、５回分の実験の結果とボスＣＭを見せ

ながら、ボスＣＭのどのシーンで主観値を入力

したかったのか、またアンケート調査の５段階

評価では、なぜその値を選んだのかのデータを

採取するため、プロトコル調査を行った。その

詳細を（１）調査を行った日時、（２）調査を行っ

た場所、（３）調査の順序の順に説明する。

（１）調査を行った日時

６



４回目：１、 ２、

４、
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平成１４年１２月５日（木）

主観値入力実験の入力に関するアンケーート

学生番号（）氏名（）席番号（）

これから、｡ある映像を５回見てもらいます。その１回１回見終わった後すぐに、自分が思っ

たとおりに入力できたかどうかを評価してください。評価方法は、以下に記されている評価の

基準を参考にして；その基準に対応しているｌ～５の数値のうち適当と思う数値に○印をつけ

てください｡で～～
・入力でき‐あまり入力できまあまあ入力

なかったなかったできた
評迩入力できた

２、 ３、 ４、 ５１回目：１、

２回目：１、 ２、 ３、 ４、 ５

２、 ３， ５３回目：１ｖ

（２）調査を行った場所

プロトコル調査を行った場所は、四条畷学舎

内にある石桁研究室であるα

石桁研究室内には、コンピュータ（Macintosh

G4）に接続されたプロジェクター（SONYVPL-

PX31）が設置されており、映像メディアをいつ

でも再生できるようになっている。また、プロ

トコル調査中に第３者が部屋に入ってくる心配

もほとんどなく、プロトコル調査を行うには適

した環境であるといえる。

４、

７

３、 ５４、

２、５回目：１、 ３、 ５

（３）調査の順序

まず、各被験者の５回分の実験の結果をグラ

フ化し、我々がそのグラフを見て、上下に大き

な変化が確認された部分に通し番号をつけた。

その１例を図４に示す。図４のようなグラフを

５人×５回の２５枚分を事前に作成し、プロト

コル調査を行うときには各被験者自身が入力し

たグラフ５枚ずつを見せながら、インタビュー

形式で聞き取り調査を行った。

そのプロトコル調査の順序としては、①被験

者自身が入力した５回分のグラフとボスＣＭを

見てもらい、②グラフに記入された通し番号を

確認してもらう。③ボスＣＭをコマ送りにしな

がら、グラフに記入された通し番号は、それぞ

れどのシーンで入力したかったのかを特定して

もらい、④③の作業を通し番号の数だけ繰り返

す。次に、⑤アンケート調査の結果を見てもら

い、⑥なぜそのような自己評価をしたのかを聞

き、⑦⑥の作業を５回分繰り返す。

このようなプロトコル調査を行っているとき

の全ての会話は、被験者の同意の下、ＭＤに録

音している◎ＭＤに録音された発話プロトコル

データの書き起しの１部を図５に示す。

以上、ご協力ありがとうございました

図３アンケート調査
ｐ
匙
●
ウ
ｂ

プロトコル調査を行った日時を表３に示す。

なお、プロトコル調査にかかった所要時間は約

３０分であった。

表３プロトコル調査の日時

平成１４年１２月１１日１５時～１５時30分…Ａ氏

平成１４年１２月１２日１３時～１３時30分…Ｂ氏

１４時～１４時30分…Ｄ氏

平成１４年１２月１３日１５時～１５時30分…Ｃ氏

平成14年１２月１９日13時～13時30分…Ｅ氏



表４アンケート調査の結果
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４．アンケート調査とプロトコル調査からの

分析

実験で被験者は思い通りに入力できたと感じ

たのか、また思い通りに入力できたと感じるよ

うになるのは何回目ぐらいなのかを調べるた

め、アンケート調査とプロトコル調査のデータ

を分析することにした。

まず、実験のときに記入させたアンケート調

査の結果を表４に示す。なお、表４の中の数値

で、１は思い通りに入力できなかった、２はあ

まり入力できなかった、３は普通、４はまあま

あ入力できた、５は入力できたを表している。

また、表４の中の括弧内の数値は、プロトコル

調査中に被験者自身からの申告で、修正した値

である。

１０

浅羽：まず、１回目の１番目。上に上げて

ますよね、５秒付近で。

Ａ氏：はい。

浅羽：これは、このシーンで言うところの

どの辺かなと、いう風なことを教え

て欲しいんですが。これが大体５秒

付近ですよね。

Ａ氏：あ、あの･この次の・・・・

浅羽：次？

Ａ氏：あ、ここです。この、何かキスをす

るような仕草をしてる、ここで。

浅羽：ここ？

Ａ氏：ここら辺ですね。

浅羽：この辺？

Ａ氏：はい。この辺で。

主
観
値
（
任
意
の
値
）

3０2５1５２０

時間（秒）

1０５０

図４グラフの１例

」
ノ▼

括弧内はプロトコル調査で被験者が修正した値

「

一
■
一
ら
』
ｐ
』
Ｐ
』
巳
一
ゆ
一
ｐ

表４を見ると、各被験者が実験の回数を重ね

るごとに、思い通りに入力できたかどうかの感

じ方が変化している様子が確認できる。表４と

図５発話プロトコルデータの１例

上記の（１）～（３）の形でプロトコル調査

を行うことにより、ボスＣＭのどのシーンで入

力したかったのか、またアンケート調査ではな

ぜそのような自己判断をしたのかなどのデータ

を採取することができた。

８
■ロ

８

被験者 １回目 ２回目 ３回目 ４回目 ５回目

Ａ氏 5(３） ４ ３ 4(3) ５

Ｂ氏 1 ３ ３ ４ ３

Ｃ氏 ２ ３ ２ ４ ３

Ｄ氏 1 3(２） ４ ４ ５

Ｅ氏 ２ ２ ３ ４ ４

洞

。

Ｗｰし２

〃

博し４

例

､

Nｉ
６

〃 〃

「

」

リ

ｈ

丁､ 、Ｚｒ
１

３
５７

９

１１
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プロトコル調査の結果から、被験者１人ひとり

に対する考察を以下に示す。

●Ａ氏に対する考察

１回目から４回目までは思った通りに入力で

きた部分もあるが、入力に失敗した部分も何箇

所かあったため、自己判断としては「普通」ぐ

らいか「まあまあ入力できた」ぐらいにした。し

かし、５回目になると、入力したいところで完

壁に入力できたと感じたので、「入力できた」に

した。

●Ｂ氏に対する考察

１回目に関しては、どのようなＣＭか覚えて

いなかったので、ＣＭを見るだけだった。２回

目、３回目になると、１回ＣＭを見たわけだか

ら、どのシーンで入力すべきか分かってきたの

で入力してみた。しかし、「あ、次はこっちに倒

したいのに」といったミスが何回かあった。４

回目では、入力するコツも分かってきたので、

２回目、３回目より思い通りに入力できたと感

じた。５回目になると、さすがに集中力が切れ

て、入力ミスも何回かあった。

●Ｃ氏に対する考察

１回目では、どの様に操作すればよいのか分

からなかったので、手が反応しなかった。２回

目になると手が反応するようになるが、３回目

では入力をするときに、前後に激しく動かして

しまったため、「あまり入力できなかった」と自

己判断した。４回目では、１～３回目とは異な

る観点から入力を試みた結果、１～３回目まで

の観点より、４回目の観点の方が適当であると

感じた。５回目は、４回目と同じ観点で入力し

たが、入力に失敗したところもあった。

●Ｄ氏に対する考察

初めて見るＣＭだったので、１回目はただ見

るだけであった。また、このときに装置の入力

の感触を確かめるため、適当に動かした。２回

目も思い通りに入力できなかったが、１回目と

比べて少しは入力できたと感じたので、「普通」

と自己判断した。３回目と４回目に関しては、

どの様に入力すればよいのかが分かってきたの

で、その通りに入力した。５回目になると、ほ

とんどあきてしまって、入力すべきシーンがほ

とんどなかった。そのため、ほとんど入力して

９

いない状態が１番入力できているに近いと判断

した。

●Ｅ氏

１回目と２回目に関しては、ボスＣＭに慣れ

ていなかったため、かなり戸惑いがあった。そ

のため入力がほとんどできなかった。３回目に

なると、どこで入力すべきかが明確になってき

たので、「普通」と自己判断した。４回目には、

どこで入力すべきかがはっきりしている状態で

入力したため、３回目よりは思い通りに入力で

きたと判断した。５回目では、１～４回目と考

え方を変えて入力したが、ボスＣＭが頭の中に

完全に入っていたので、思い通りに入力でき

た。

これら５名の被験者のプロトコル調査の結果

を見ると、１回目、もしくは２回目で実験の

データを採取するのは非常に危険であることが

分かった。少なくとも１，２回は実験の練習を

させた後で、データを採取すべきである。しか

し、このときに注意すべきは、入力するときの

観点の変化と疲労である。被験者５名中２名

が、４，５回目の入力でこれまでの観点と異

なった入力を試みている。また、同じく被験者

５名中２名が５回目で疲労を感じている。これ

らの注意点を踏まえた上で実験を行うと、被験

者が思い通りに入力できたデータを採取するこ

とができると考えられる。

５．入力時の時間的なズレ

実験において、被験者が入力したいと思った

シーンで、時間的なズレがなく入力できたかど

うか、またその時間的なズレは実験の回数を重

ねるごとに、どのように変化するのかを調べる

ため、実験の結果とプロトコル調査のデータを

分析することにした。

分析方法としては、まず、実験で実際に入力

されたデータの中で大きな変化が現れ始めた時

間（実験では、１／２９．９７秒ごとに数値が

記録される）を特定する。次に、大きな変化が

現れ始めたデータは、各被験者がどのシーンで

入力しようとしたのかの聞き取り調査を行うこ

とにより、その時間を特定する。上記の２つの

時間の差を入力時の時間的なズレと定義した。

各被験者の５回分の時間的なズレを見るた

め、それぞれの平均値を算出した。その結果を
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０．４

表５に示す。なお、表５の中の値の単位は全て

秒であり、負の値はそれだけ入力が遅れている

ことを、正の値はそれだけ入力が速いことを表

している。また、表中の「無効」は、Ｄ氏が１

回目は入力する気がなく、シーンの特定が不可

能であったため、データとして採用しなかっ

た。

分かる。すなわち、全体的に見れば、実験は回

数を重ねれば重ねるだけ正確に入力できること

を示している。これは、ＣＭなどといった実験

の対象が、実験の回数を重ねるたびに被験者の

頭の中に入ることにより、入力したいと考えた

シーンが頭の中にイメージとして浮かんでくる

のではないかと考えられる。

６．まとめ

本稿では、装置を使用して評価を行う際、被

験者が入力したいところで入力できたかどう

か、どれくらい実験の回数を重ねれば入力した

いところで入力ができるかについて、様々な

データを得て、検証を行ってきた。

その結果、実験の回数が１回や２回程度では

被験者が思い通りに入力できないことが分かっ

た。また回数を重ねるごとに時間的なズレも少

なくなってくることも分かった。

このことにより、実験を行うときは１、２回

練習をさせた上で、データを採取すべきこと、

疲労していない状況や入力の観点が異なってい

ないという条件であれば、できるだけ数多く実

験を行うべきであると考えられる。

しかし、今回の被験者数は５名、実験回数が

５回と、被験者数も実験回数も増やして今後は

表５時間的なズレの平均値

図５実験回数ごとの平均グラフ

表５を見ると、１回目から４回目までは時間

的なズレが遅くなったり速くなったりしている

が、４回目と５回目では、被験者５名とも速く

なっている。これは、５名ともＣＭが頭の中に

入って、しかも入力すべきシーンが明確になっ

ているためであると考えられる。

また、被験者全員分の各回数における平均グ

ラフを算出した。その結果を図５に示す。

図５を見ると、全体的に回数を重ねるごとに

時間的なズレが、徐々に短くなっていることが

研究を進めるべきであると考えられる。

1０

０

0.2

実験回数

1．４

1．２

１．０

被験者 1回目 ２回目 ３回目 ４回目 ５回目
Ａ氏 0.92 2．３５ 1.54 1.53 0．３５

Ｂ氏 ０3７ ０ 3９ ０8０ -０ 3０ -０ 3５

Ｃ氏 ０8８ -０ 3９ －０ 4９ ０ 7４ 0 2３

Ｄ氏 兜
ハ ;効 ０ 8２ ０ 7８ ０9１ 0 9０

Ｅ氏 １7６ １0３ １3５ ０ 7２ ０ 3４
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コンテンッエバリュエータ

はじめに

デジタルメディア社会において,活躍できるクリエイティブな人材育

成のためには,作成したデジタルコンテンツを発信し評価できる環境

が必要である，メデイアラボでは一度に多人数でコンテンツの評価

が可能で，かつ評価データをリアルタイムで集計を行うシステム「コ

ンテンツエバリュエータ｣を本学の石桁研究室とメデイアラボとによる

共同研究で開発を行った。コンテンツエバリュエータは，コンピュー

タネットワークを用いて，デジタルﾒディア（ＭＰＥＧ1,ＡＶI,WAVE，

MP3フアイル等）を多人数でリアルタイムで評価が可能である。例

えば,５０人の評価者がある学生の制作したムービー等のコンテンツ

を見ながら，ジョイスティック（図1）のスティックやボタンを操作を行

１２

を見ながら，ジョイスフーイツク（区'１ノのスフーイツクやホタンを傑作を行図１：MicrosoftSideWinder

うだけで，評価している50人の評価状態がネットワークを経由して集計され，リアルタイムでグ

ラフ表示が可能である。それをコンテンツ制作者がフィードバックすることで，より質の高いコン

テンツを制作することが可能である。また，各評価者のデータはデータベースに蓄積され，そ

のデータを活用することが可能である。

評価について

評価は，すべての評価者が一斉に同じコンテンツを見て評価を行う同期的評価と，各評価者

が複数のコンテンツを評価する非同期的評価の2種類がある。これは，評価者がそれぞれの

ペースでコンテンツを評価し，コンテンツを評価している時に，他の評価者の影響を受けない

様に考慮したものである。また，評価環境の設定は設定環境ファイルによって制御しており，こ

の設定ファイルにより様々な評価条件や評価環境を変更することが可能である。

評価方法

コンテンツエバリュエータは，ジョイスティックに付属している1本のスティック(2方向に動作)，

1つのタブ（1方向に動作)，８個のボタンのいずれかを用いて，合計１１の入力方法でコンテ

ンツを評価を行う。評価者自身の現在の入力状態や過去の入力状態を表示すること（図2）

や，評価終了後にレビュー画面を表示（図3）することで，コンテンツのある特定部分の場面

表示や，その時の評価状態を表示させたりすることが可能である。
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特集

表示画面

表示画面では，コンテンツエバリュエータで評価している様子をリアルタイムで表示することが

可能（図4)。

図４：さまざまな形式による表示

評価の表示は，各評価者の評価を見ることはもちろん，評

価者を例えば男女別,年齢別などに最大6つのグループに分

割し，そのグループ別の評価で見ることも可能（図5)。

図５：グループ別表示

評価の分析

評価者から得たデータは全てテキスト（CSV）形式のファイルとして出力されるので，このファ

イルを元にExcelやStatView等のソフトウェアを用いて，更に詳しい分析をおこなうことが可能。
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コミュニケーションルーム

配置図

2000-2003年度年報

モノクロプリンタ

施設と設備

メデイアラボの施設は，四係畷学舎６号館にあり，現在はオーサリングルーム（6-108教室)，

クリエーシヨンルーム（6-107教室)，コミュニケーションルーム（6-105教室)，平成13年度に

増設したデザインルーム（6-205教室）の四つの演習室からなる。以下に各施設の配置図を

示した。

デザインルーム

（6-205教室）

コミュニケーションルーム

（6-105教室）

灘|力上ﾘﾝﾀ教卓’入口モノクロプリンタ

デザインルーム

配置図
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施設と設備

オーサリングルーム

（６－１０８教室）

クリエーションルーム

（6-107教室）
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配置図

クリエーションルーム

配置図

カラーブリンタ
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○メデイアラボの新設

メデイア情報文化学科の2000年４月の開設に伴い，情報処理教育センターはメデイア情報文

化学科の新しい教育に対応する新しい演習室の設計を行った。ここでは，メデイアラボの教育

システムの更新における経緯と具体的なシステム構成について述べる。

[目的］

・新設学科であるメディア情報文化学科の教育内容への対応

・増加する工学部の情報処理授業への暫定的な対応

[方針］

・各演習室の定員は，制作授業で教員が学生に対応しやすい５０名以下とする

・映像システムは既存の電通代方式を踏襲したものとする

・演習室の一斉授業に対応するため各演習室の送出映像や音声を，メデイアラボ内の

その他の演習室でも送出できるものとする

・デザインならびに音像業界において標準となっているAppleMacintoshの導入を行う

・Windows機では，ＯＳをWindowsNT，TurboLinux，ＢｅＯＳを選択して起動する

トリプルブートとする

・各演習室は，音楽製作・映像製作・ＬＬ教室の機能を持たせる

・音楽製作・映像製作に関係するハードウェア，ソフトウェアは，次年度において

追加導入を行う

教育支援システム

教育支援システムは，情報処理教育センターで実績のある，「電通大方式」を採用する形で

以下のように設計した。

モニタリングシステム（電通大方式）

・管理ソフトウェアによる教員側からの学生機の簡易的なモニタリング

・教員側からの提示デバイスとしてディスプレイを学生に２台に１台の割合で設置

・提示モニタには，教員用コンピュータの画面や書画カメラ，VHS，電子白版，DVD，

ＤＶなどの任意画面を送出できる

・学生のキーボード操作やマウス操作に関して教員がロックできる

・教員画面もしくは，学生画面の任意の画面に直接強調や指示ができる

・学生の画面の中に座席番号を表示させる

１６
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演習用機器

増加する工学部の情報処理授業にも対応するため，Windows機は，第１演習室の機器に近

いものを設定し，両演習室間でユーザが違和感なく使用できるよう考慮した。各演習室は以下

のような使用目的とした。

オーサリングルーム

クリエーションルーム

コミュニケーションルーム

トリプルブート環境

音声製作

映像製作

語学学習

(Macintosh機

(Windows機：

(Windows機：

I定員３６名）

定員３６名）

定員５０名）

複数のＯＳの優れたアプリケーションソフトウェアを有効に活用して，マルチメディアのクリエイ

ターを養成するために，コンピュータ電源投入時に３つのＯＳ（WindowsNT,ＢｅＯＳ,Turbo

Linux）を切り替えて必要に応じたＯＳを起動するシステム（トリプルブート環境）を導入した。

各ＯＳで以下のような特徴を持つ。

ＷｉｎｄｏｗｓＮＴ

ＢｅＯＳ

TurboLinux

最も一般に普及しているＣｓであることから，ビジネスアプリケーシヨン

からマルチメデイアアプリケーションまで幅広いアプリケーシヨンが利用

できる

マルチメディアを取り扱うことに特化したＯＳ，マルチメデイア系に

特化しているためマルチメデイアコンテンツを扱いやすい

オープンソフトウェアの代表格であるLinuxのヂｨｽﾄﾘビューションの1つ

メデイア系のオープンソフトウェア（フリーソフトウェア）を利用することが

できる

プリンタ関連

(オーサリングルーム、クリエーションルーム，コミュニケーションルーム各室１台）

．モノクロレーザープリンタ

・カラーレーザープリンタ

・スキャナ
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サーバ機器

･ドメインネームサーバ

ＯＳ:ＵＮＩＸメモリ:256ＭByte以上 ＨＤ:１０ＧByte以上

･プロファイルサーバ

メモリ:512ＭByte以上 ＨＤ:１８ＧByte以上ＣＰＵ：500ＭＨｚ以上

･ファイルサーバ

Windows／Macintosh兼用

メモリ:1ＧByte以上ＨＤ:128ＧByte以上

Macintosh用

メモリ:512ＭByte以上ＨＤ:40ＧByte以上

･データベースサーバ

メモリ:768Ｍbyte以上 ＨＤ:90ＧByte以上

演習用コンピュータ（Windows機）

セット数（クリエーシヨンルーム：３６＋コミユニケーシヨンルーム：５０＋教員用：５）

・ＯＳ

・ＣＰＵ

･メモリ

・ＨＤＤ

･ビデオ

・ＦＤＤ

・ＭＯＤ

・ＣＤ－ＲＯＭ

・スピーカ

･ＣＣＤカメラ

･拡張IＦ

･モニタ

･ネットワーク

WindowsNT／TurboLinux／BeOS

PentiumⅢ600Mhz以上

256ＭＢ以上

ｌＯＧＢ以上

１０２４×７６８TrueColor

l､４４ＭＢ

640ＭＢ以上（内蔵）

(内蔵）

(外付）

(外付）

SCSIカード（PCIバス）

ビデオキャプチャーカード（PCIバス）

液晶１０２４×７６８１４インチ以上

１００Ｍbps以上
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演習用コンピュータ（Macintosh機）

セット数（オーサリングルーム：３６＋教員用：３）

・ＯＳＭａｃＯＳ９

・ＣＰＵＰｏｗｅｒＰＣＧ４３５０Ｍｈｚ以上

・メモリ512ＭＢ以上

・ＨＤＤｌＯＧＢ以上

・ＦＤＤ1.44ＭＢ（外付）

・ＭＯＤ640ＭＢ以上（内蔵）

・DVD-ROM（内蔵）

・スピーカ（外付）

･ＣＣＤカメラ

･拡張ＩＦ

･モニタ

･ネットワーク

導入経緯

平成１１年３月９日

平成１１年

平成１１年

平成１２年

(外付）

SCSIカード（PCIバス）

CRTlO24×７６８１７インチ以上

１００Ｍbps以上

演習室の新設を決定

演習室導入機器の決定

演習室導入ソフトウェアの決定

ＬＬシステムの導入決定

音響システムに５.lchサラウンドシステムを導入決定

ＭＩＤＩ音源・キーボードの導入決定

音楽関連ソフトウェアの導入決定

ペンタブレット導入決定

３ＤＣＧ・動画編集ソフトウエア導入決定

1９
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○デザインルームの増設

2001年９月には，Macintoshを利用した多数の講義に合わせて，それに対応できるMacintosh

３６台からなる演習室を増設した。ここでは，メデイアラボの演習室の増設における経緯と具体

的なシステム構成について述べる。

[目的］

・演習室の利用者増加への対応

・映像・音声システムの改良

[方針］

・利用者数が増加しているオーサリングルームの補助として同機能を持つものとする

．各演習室の定員は，制作授業で教員が学生に対応しやすい５０名以下とする

・映像システムは既存の電通大方式を踏襲したものとする

・演習室の一斉授業に対応するため各演習室の送出映像や音声を，メディアラボ内の

その他の演習室でも送出できるものとする

・デザインならびに音像業界において標準となっているAppleMacintoshの導入を行う

・Windows環境もMacintoshで擬似的に利用できるようにする

・各演習室間でお互いに映像・音声を参照した場合に発生する映像・音声の乱れが

出ないよう映像・音声システムの改良を行う

・ファイルサーバーは，オーサリングルームと共用し演習室間で共有できるものとする

教育支援システム

教育支援システムは，情報処理教育センターで実績のある「電通大方式」を採用する形で

以下のように設計した。

モニタリングシステム（電通大方式）

・管理ソフトウェアによる教員側からの学生機の簡易的なモニタリング

・教員側からの提示デバイスとしてディスプレイを学生に２台に１台の割合で設置

・提示モニタには，教員用コンピュータの画面や書画カメラ，VHS，電子白版，DVD，

ＤＶなどの任意画面を送出できる

・学生のキーボード操作やマウス操作に関して教員がロックできる

・教員画面もしくは，学生画面の任意の画面に直接強調や指示ができる

・学生の画面の中に座席番号を表示させる

・各演習室間で映像・音声を乱れなく共有できる（双方向モード）
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演習用コンピュータ（Macintosh機）

セット数（オーサリングルーム：３６＋教員用：３）

・ＯＳＭａｃＯＳ９

・ＣＰＵＰｏｗｅｒＰＣＧ４７３３Ｍｈｚ以上

・メモリ512ＭＢ以上

・ＨＤＤ６０ＧＢ以上

・ＦＤＤ1.44ＭＢ（外付）

・ＭＯＤ640ＭＢ以上（内蔵）

・ＤＶＤ－Ｒ （内蔵）

・スピーカ（外付）

・ＣＣＤカメラ（外付）

・モニタ液晶１０２４×７６８１７インチ以上

・ネットワーク１００Ｍbps以上

プリンタ関連

(オーサリングルーム、クリエーションルーム、

・モノクロレーザープリンタ

・カラーレーザープリンタ

・スキャナ

導入経緯

平成１２年

演習室の増設を決定

コミュニケーションルーム各室１台）

モニタリングシステムの双方向モード導入決定

演習室導入機器の決定

演習室導入ソフトウェアの決定

MIDI音源・キーボードの導入機器を一部変更

音楽関連ソフトウェアの導入決定

ペンタブレット導入決定

３ＤＣＧ・動画編集ソフトウエア導入決定

2１
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○メディアネットワーク

メディア情報文化学科棟である６号館は，メディア情報文化学科のカリキュラムにおいてイン

ターネット資源を活用する目的から，既存の学内ネットワークとは別に，独自のネットワーク(メイ

アネットワーク)の構築を行った。それはメディア情報文化学科が，インターネットを1つのメディ

アとして扱い，既存学科のインターネット利用形態とは異質なものであることより，決定されたも

のである。ネットワーク構成は以下のようになっている。なお，メディアネットワーシステム

運用･利用規程,メディアネットワークシステム利用に関する情報倫理規程について巻末

に記載した。
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○メディアラボシステム構成（オーサリングルーム）

教員用システム

製品名 数量

ＡpｐlｅＰｏｗｅｒＭａｃＧ４

ＣＰＵ：ＰｏｗｅｒＰＣＧ４３５０Ｍｈｚ

メモリ：576ＭＢ

ＨＤＤ：１０GB+3OGＢ（計４０GB）

FDD：3.5inch4ﾓー ﾄ゙（720KB/1.2ＭＢ/1.44ＭＢ/120ＭＢ）

(外付）※Macでは1.2ＭＢは使用不可

ＭＯＤ：3.5inchL3GB（内蔵）

DVD･ROM：（内蔵）

コンピュータ
スピーカ：（外付）

拡張カード：SCSIカード（PCIバス）
３

AppleStudioDisplayl7CRT

ＨＵＢ：USB･ＨＵＢ（外付）

CCDカメラ（外付）

音源：RolandSC-D70（外付）

マイク：マイクロフォンキット

タブレヅト：ＦＡＶＯＵＳＢ

キーボード：RolandPCl60A

ヘッドホン：RolandRH-50

提示装置 書画カメラ(NikonHI-300ES）

電子式ホワイトボード(SORDSoftBoard）

フリーハンド描画装置(BoeckelerPointmaker）

DV/S-VHSプレイヤー(ＳＯＮＹＷＶＤＲ９）

DVD/CD/ＬＤプレイヤー(PioneerDVL-919）

CCDカメラ(SONYCCD-PCl） １

カセットデッキ(TASCAM202MK3）

ＤＡＴデッキ(TASCAMDA20-MK2）

ＭＤデッキ(TASCAMMD-301MK2）

ＣＳチューナー(HITACHCS-SP80）

ノートパソコン接続用ケーブル

モニタリング 制御用タッチバネル

システム 送出確認モニタ １

NetworkAssistant用マシン(教員用コンピュータと兼用）
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施設と設備

学生用システム

製品名 数量

Ａpｐ1ｅＰｏｗｅｒＭａｃＧ４

ＣＰＵ：ＰｏｗｅｒＰＣＧ４３５０Ｍｈｚ

メモリ：576ＭＢ

ＨＤＤ：１０GB+3OGＢ（計４０GB）

FDD：3.5inch4ﾓー ﾄ゙（720KB/1.2ＭＢ/1.44ＭＢ/120ＭＢ）

(外付）※Macでは1.2ＭＢは使用不可

ＭＯＤ：3.5inchL3GB（内蔵）

DVD･ROM：（内蔵）

コンピュータ
スピーカ：（外付）

拡張カード：SCSIカード（PCIバス）
3６

AppleStudioDisplayl7CRT

ＨＵＢ：USB･ＨＵＢ（外付）

CCDカメラ（外付）

音源：RolandSC･Ｄ７０（外付）

マイク：マイクロフォンキヅド

タブレヅト：ＥＷＯＵＳＢ

キーボード：RolandPC160A

ヘッドホン：RolandRH-50

提示用モニタ MITSUBISHIⅥSEO（２席に１台） 1８

共通システム

製品名 数量

プリンタ
モノクロレーザプリンタEPSONLP-9600S １

カラーレーザープリンタＥＰＳＯＮＬＰ８２００Ｃ １

スキャナ イメージスキャナーＥＰＳＯＮＥＳ６０００Ｈ １
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○メディアラボシステム構成（デザインルーム）

教員用システム

製品名 数量

Ａpｐ1ｅＰｏｗｅｒＭａｃＧ４

ＣＰＵ：ＰｏｗｅｒＰＣＧ４７３３Ｍｈｚ

メモリ：1.12ＧＢ

ＨＤＤ：６OＧＢ

FDD：3.5inch4ﾓーﾄ゙（720KB/1.2ＭＢ/1.44ＭＢ/120ＭＢ）

(外付）※Macでは1.2ＭＢは使用不可

ＭＯＤ：3.5inchL3GB（内蔵）

DVD･ROM：（内蔵）

コンピュータ スピーカ：（外付） ３

AppleStudioDisplayl7inchTFT

ＨＵＢ：USB-HUB（外付）

CCDカメラ（外付）

音源：RolandSC-D70（外付）

マイク：ＵＳＢマイク

タブレット：ＥＷＯＵＳＢ

キーボードＹＡＭＡＨＡＣＢＸ･Ｋ１Ｂ

ヘッドホン：ＲｏｌａｎｄＲＨ･5０

提示装置 書画カメラ(NikonHI-500E）

電子式ホワイトボード(KOKUYOmimio）

フリーハンド描画装置(BoeckelerPointmaker）

ＤＷＳ－ＶＨＳプレイヤー(SONYWVDR9）

DVD/CD/ＬＤプレイヤー(PioneerDVL-919）

CCDカメラ(ＳＯＮＹＣＣＤ･Z1） １

カセツトデツキ('IYkSCAM202MK3）

DATデッキ(TASCAMDA20-MK2）

ＭＤデッキ(TASCAMMD-301MK2）

ＣＳチューナー(SONYDSTLSP1）

ノートバソコン接続用ケーブル

モニタリング 制御用タヅチバネル

システム 送出確認モニタ １

NetworkAssistant用マシン(教員用コンピュータと兼用）
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学生用システム

製品名 数量

Ａpｐ1ｅＰｏｗｅｒＭａｃＧ４

ＣＰＵ：ＰｏｗｅｒＰＣＧ４７３３Ｍｈｚ

メモリ：１.l２ＧＢ

ＨＤＤ：６OＧＢ

FDD：3.5inch4ﾓー ﾄ゙（720KB/1.2ＭＢ/144ＭＢ/120ＭＢ）

(外付）※Macでは1.2ＭＢは使用不可

ＭＯＤ：3.5inchL3GB（内蔵）

DVD･ＲＯＭ：（内蔵）

コンピュータ スピーカ：（外付） 3６

AppleStudioDisplayl7inchTFT

ＨＵＢ：ＵＳＢＨＵＢ（外付）

CCDカメラ（外付）

音源：RolandSC･Ｄ７０（外付）

マイク：ＵＳＢマイク

タブレット：ＦＡＶＯＵＳＢ

キーボードＹＡＭＡＨＡＣＢＸ－Ｋ１Ｂ

ヘッドホン：RolandRH-50

提示用モニタ SＯＮＹＳＤＭＮ５０ＴＶ（２席に１台） 1８

共通システム

製品名 数量

プリンタ
モノクロレーザプリンタＥＰＳＯＮＬＰ９６００Ｓ １

カラーレーザープリンタEPSONLP-8300C １

スキャナ イメージスキャナーＥＰＳＯＮＥＳ６０００Ｈ １
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○メディアラボシステム構成（クリエーシヨンルーム）

教員用システム

製品名 数量

日立ＦＬＯＲＡ-370

ＣＰＵ：Ｐｅｎｔｉｕｍｌｌｌ６００Ｍｈｚ

メモリ：256ＭＢ

ＨＤＤ：１０.2ＧＢ

(WinNTa5GB/'IhrboLinux2､7GＢ

/BeOS3,5GB）

コンピュータ
FDD：3.5inch3ﾓー ﾄ゙ （720KB/1.2ＭＢ/1.44ＭＢ）（内蔵）

ＭＯＤ：3.5inchL3GB（内蔵）
３

CD･ＲＯＭ：（内蔵）

スピーカ：（外付）

CCDカメラ：（外付）

拡張カード：SCSIカード（PCIバス）

ビデオキャブチャーカード（PCIバス）

液晶l4TFTモニタ

提示装置 書画カメラ(NikonHI-300ES）

電子式ホワイトボード(SORDSoftBoard）

フリーハンド描画装置(BoeckelerPointmaker）

DV/Ｓ－ＶＨＳプレイヤー(ＳＯＮＹＷＶＤＲ９）

DVD/ＣＤ/ＬＤプレイヤー(PioneerDVL-919） １

CCDカメラ(SONYCCD-PC1）

ＭＤデッキ(TASCAMMD301MK2）

ＣＳチューナー(HITACHCS-SP80）

ノートパソコン接続用ケーブル

モニタリング 制御用タッチパネル

システム 送出確認モニタ １

CampusESPer用マシン(教員用コンピュータと兼用）
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学生用システム

～ 製品名 数量

日立ＦＬＯＲＡ-370

ＣＰＵ：Ｐｅｎｔｉｕｍｌｌｌ６００Ｍｈｚ

メモリ：256ＭＢ

ＨＤＤ：l０２ＧＢ

(WinNTa5GB/rnlrboLinux2,7ＧＢ

/ＢｅＯＳａ５ＧＢ）

コンピュータ
FDD：3.5inch3ﾓー ﾄ゙ （720KB/1.2ＭＢ/1.44ＭＢ）（内蔵）

ＭＯＤ：3.5inchL3GB（内蔵）
3６

ＣＤ･ＲＯＭ：（内蔵）

スピーカ：（外付）

CCDカメラ：（外付）

拡張カード：SCSIカード（PCIバス）

ビデオキャプチャーカード（PCIバス）

液晶l4TFTモニタ

提示用モニタ MITSUBISHIVISEO（２席に１台） 1８

共通システム

製品名 数量

モノクロレーザプリンタＥＰＳＯＮＬＰ･960OＳ １

プリンタ
カラーレーザープリンタＥＰＳＯＮＬＰ８２００Ｃ １

スキャナ イメージスキャナーＥＰＳＯＮＥＳ６０００Ｈ １
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○メディアラボシステム構成（コミュニケーシヨンルーム）

教員用システム

製品名 数量

日立ＦＬＯＲＡ･370

ＣＰＵ：Pentiumlll600Mhz

メモリ：256ＭＢ

ＨＤＤ：１０.2ＧＢ

(ＷｉｎＮＴ３,5GB/TUrboLinux2､7GＢ

/BeOS3・5GB）

コンピュータ
FDD：3.5inch3ﾓー ﾄ゙（720KB/1.2ＭＢ/1.44ＭＢ）（内蔵）

ＭＯＤ：3.5inchL3GB（内蔵）
２

CD･ROM：（内蔵）

スピーカ：（外付）

CCDカメラ：（外付）

拡張カード：SCSIカード（PCIバス）

ビデオキャプチャーカード（PCIバス）

液晶１４TFTモニタ

提示装置 電子式ホワイトボード(SORDSoftBoard） ２

書画カメラ(NikonＨ1.300ES）

フリーハンド描画装置(BoeckelerPointmaker）

DV/S･ＶＨＳプレイヤー(ＳＯＮＹＷＶＤＲ９）

DVD/ＣＤ/ＬＤプレイヤー(PioneerDVL-919）

ＣＣＤカメラ(SONYCCD-PC1） １

ＭＤデッキ('mSCAMMD301MK2）

ＣＳチューナー(HIWkCHCS-SP80）

ノートパソコン接続用ケーブル

ＬＬシステム(PanasonicWE-LL510A）

モニタリング 制御用タッチパネル

システム 送出確認モニタ １

CampusESPer用マシン(教員用コンピュータと兼用）
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施設と設備

学生用システム

製品名 数量

日立ＦＬＯＲＡ･370

ＣＰＵ：Pentiumlll600Mhz

メモリ：256ＭＢ

ＨＤＤ：１０.2ＧＢ

(ＷｉｎＮＴ３・5GB/ThrboLinux2､7GＢ

/BeOS35GB）

コンピュータ
FDD：3.5inch3ﾓー ﾄ゙ （720KB/1.2ＭＢ/1.44ＭＢ）（内蔵）

ＭＯＤ：3.5inchL3GB（内蔵）
5０

CD-ROM：（内蔵）

スピーカ：（外付）

CCDカメラ：（外付）

拡張カード：SCSIカード（PCIバス）

ビデオキャプチャーカード（PCIバス）

液晶１４TFTモニタ

提示用モニタ MITSUBISHIⅥSEO（２席に１台） 2５

共通システム

製品名 数量

プリンタ
モノクロレーザプリンタEPSONLP-9600S １

カラーレーザープリンタEPSONLP-8200C １

スキャナ イメージスキャナーＥＰＳＯＮＥＳ６０００Ｈ １

○メディアラボシステム構成（サーバ）

サーバ 機種

プロファイルサーバ GatewayALR7300BTOモデル

ファイルサーバ
COMPAQAlphaServerDS20E

ＡpｐｌｅＭａｃｉｎｔｏｓｈＧ４

データベースサーバ 富士通GP7000Sモデル４５

ドメインネームサーバ 日立ＦＬＯＲＡ370
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○ソフトウェア構成

８勢
一

リンクノレム）５教 ンルーム 入ソフトーＭａＧ４各室３

用途 ライセンス ソフト名 Versｉｏｎ ６－１０８ Version 6－２０５
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3６
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フリー
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AdobePageMaker 6.5Ｊ
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アイコン作成
イメージＤＢ フリー

Buttons

MediaJuicer

１．２

0.4.7

６
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６

３
’
３

1.2

0.4７

３６

３６

ウイルス対策
エディタ

商用
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NortonAntiVirus

SimpleText

６．０

Ｊ１－１

１

４

妬
一
死 Ｊ１－１

１

４

3６

3６

エディタ

エディタ
フリー

フリー

iText

Jedit(PPC）

２．０ １

1.08b４

3６

3６

2.0１

1.O8b4

3６

3６

エミュレータ’ 商用
音楽イメージ フリー

VirtuaIPC
Ｐ一一一一一

iRhythmicCiclel9

３．０ ３６

３６

４．０ １
１
↑
3６

3６

音像編集
作曲ツール

フリー

－商用
TＷＥ

ＣｕＢ

ｍａｃ

aｓｅＶＳＴ

Ｖ２０．０１３６
勺一＝一一一心一一一一'1｡■

5．０１３６

Ｖ２０．０ ３６

’３６
作曲ツール 商用 ＭｉｃｒｏＬｏｇｉｃＡＶ ４０ 3６
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画面修飾 フ
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数式処理

タイピング’

ネットワーク

１
６

大学ライセンス
一商用

HyperCardLite
Ascribble

GraphingCalcuIator

Chipmun
UＣＢＬｏ

ｋBasic

gｏ

ＸＬＩＳＰ－ｓｔａｔ

Mathematica

そ）ぐらたたキー
ＤＭＣＰ

ＳＣＳＩＰｒｏｂｅ

AdobePremier

iMovie2

Fetch

フリーＮＣＳＡＴｅｌｎｅｔ

ネットワークｉ フリーNetscapeCommunicator
一一発想支援
－E〒ﾌＦ屑ﾗブ
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チヤバン

マンダラート

ドルHoldsSight
ファイルツールフリーｌＤｉｓｋＣｏｐｙ

－一一一一一一一一一一一一一一一Ｊ－←－－

ファイルツール

ファイルツール
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メディアツール
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非
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、商用
商用
六シドル
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一ﾒ宇存ツニルドーフフ＝～
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メディアツール
－ﾇデイアツール

ＭａｃＬＨＡ

StuffltExpander

FontList-up1
AdobeGolive

AdobeAcrobat
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AppleＣＤオーディオプレーヤ
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ンルーム）・6-107教

3３

※２００３年にWindowsNT4､０からWindows2000に移行

ンヨンルーム)導入ソフ
、

各室の使用ＯＳ

１０５教

施設と設備

※オーサリングルーム･クリエーションルームは､起動時にＣｓを選択

部屋 使用ＯＳ 台数

6-205教室(デザインルーム）ＭａｃＯＳ９１３６
6-108教室(オーサリングルーム）ＭａｃＯＳ９ ３６

6-107教室(クリエーシヨンルーム）WindowsNT40SP6A’３６

ＢｅＯＳ４５ －－－３６
ＴＵＲＢＯＬｉｎｕｘ４２ 3６

6-105教室(コミユニケーシヨンルーム）WindowsNT40SP6A’５０
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蕊蕊蕊蕊.需漕･静溌堵

2000-2003年度年報

愚鍵

貸出機ね

貸出を行っている機材の一覧を示す。

刃

望
鼻
騨
逼

碑
，
２
Ｆ
．

議
霞

動:.珍侭一難謎課一露悪鶴野瀞

闇
翰

‘豊

Ｐ
』

鍔
蝿
係
り
》
‐

ＤＣＲＶＸ－２０００ＤＣＲＴＲＶ－３０ ＤＣＲＴＲＶ－９００

弾…,』､産品Ｔ■‐．恥汐お．［

ヴン&.

購入出版物

篭

ザ,

年間購読した雑誌の一覧を示す。

ＭＶＣ－ＦＤ８５ＶＣＴ－８７０ＲＭＶＣＴ－１１７０ＲＭ

3４

アレグレット

出版社
ＡＳＣＩＩ

ＢＮＮ

ＡＳＣＩＩ

ソフトバンク

アゴスト

ワークスコーポレーション

ワークスコーポレーション

IDGジャパン

インプレス

NTT出版

エクスナレッジ

リットーﾐュージック
ＭＤＮ

書籍名

月刊アスキー

月刊ＭＡＣLIFE

月刊マックパワー

DOS/Vmagazine
デザイングラフィックス

月刊ＤＴＰＷＯＲＬＤ
ＣＧＷＯＲＬＤ

月刊コンピュータグラフィックスワールド

インターネットマガジン

季刊インターコミュニケーション

ビデオ倶楽部DELUXE

Sound＆Recording

webcreators

備考

2002年１月まで

2002年２月より

2003年１月まで

2003年10月まで

2003年７月まで

2003年９月より

2003年７月より
2004年１月より

機種

デジタルスチルカメラ

ＤＶカメラ

三脚

品名

東芝アレグレット

ＳＯＮＹＭＶＣ－ＦＤ８５

SＯＮＹＤＣＲＴＲＶＥ９００

SＯＮＹＤＣＲＴＲｙ３０

ＳＯＮＹＤＣＲＶＸ－２０００

SONYVCIIL1170RM

ＳＯＮＹＶＣＩＩＬ８７０ＲＭ

台数

2０

2０

1０

５

７

５

1２



利用状況

利用状況

以下に，メディアラボで実施しているカリキュラムの一覧を示した。

学科記号一覧

工学部第１部

Ｅ学科：電子工学科Ｆ学科：通信工学科Ｇ学科：電子材料工学科

Ｈ学科：電子機械工学科Ｊ学科：知能機械工学科（平成１４年度より機械工学科）

Ｋ学科：光システムエ学科Ｌ学科：医療福祉工学科（平成１３年度より開設）

総合情報学部

Ｐ学科：情報工学科Ｑ学科：メディア情報文化学科

Ｗ学科：デジタルケーム学科

工学部第２部

Ｒ学科：電子工学科Ｖ学科：知能機械工学科

短期大学部

短大Ｂ：電子情報学科

大学院

博士Ｄ：博士課程（後期）修士Ｍ：博士課程（前期）

その他

科目履Ａ：科目履修生

○自由開放

メディアラボでは，学生が授業のレポート・作品作成・自習などでメディアラボの資

源を利用できるように自由開放を実施している。自由開放時間においては，専門的知識

を持つ学生をアルバイトとして雇用し，利用者の質問・トラブルに対応している。カリ

キュラムの一覧には，自由開放の時間も併せて記入している。

3５



2000-2003年度年報

○２０００年度カリキュラム

前期（４月１２日～７月１４日）

3６

･２０００年前期自由開放時間（５月２９日～７月１４日）

曜日 月 火 水 木 金

演習室

オーサリ

ング

ルーム

６－１０８

クリエー

ション

ルーム

ニ
ヨ
ユ
、
ン

一
一
，
一

コ
ケ

ン

ルーム

６－１０７１６－１０５

オーサリクリエ一

ングション

ルームルーム

６－１０８６－１０７

ニ
ヨ
ユ
。
ン

『
へ
、
一

コ
ケ

ン

ルーム

６－１０５

オーサリ

ング

ルーム

６－１０８

クリエー

ション

ルーム

６－１０７

ニ
ヨ
ユ
、
ン

一
一
一
一

コ
ケ

ン

ルーム

６－１０５

オーサリ

ング

ルーム

６－１０８

クリエー

ション

ルーム

ニ
ヨ
ユ
、
ン

一
一
一
一

コ
ケ

ン

ルーム

６－１０７６－１０５

オーサリ

ング

ルーム

６－１０８

クリエー

ション

ルーム

６－１０７

ニ
ヨ
ユ
、
ン

一
一
一
｜

コ
ケ

ン

ルーム

６－１０５

定員 3６ 3６ 5０ 3６ 3６ 5０ 3６ 3６ 5０ 3６ 3６１５０ 3６ 3６ 5０

１

時限

1Qｂ

コンピュー

タ基礎演習

対馬

lQb 1Ｑｂ

コンビュー，コンピュー

タ基礎演習|夕基礎演習

対馬ｌ対馬

1Ｑ

フレッシュ

マン・イン

グリッシュ

杉森

lＱｌ１Ｑ

約１２５備献而備
細検索’｜報検索’
植野 植野

lＬａ

コンヒュー

夕入門’

吉野

1Ｌａ

コンヒュー

タ入門’

吉野

２

時限

lQa

コンピュー

タ基礎演習

植野

1Qａ ｌＱａ

コンヒューコンヒュー

タ基建演習|夕基礎演習

植野植野

1Ｑ

フレッシュ

マン・イン

グリッシュ

木下

1Lｂ

コンヒュー

ﾀ入門Ｉ

松村

1Lｂ

コンヒュー

夕入門Ｉ

松村

昼休み

３

時限

1Ｇａ

自由開放
コンヒュー

タ入門Ｉ

一一_ムー一一一一一一一

山下

1Gａ

コンビュー

夕入門Ｉ

宮岡

自由開放

1Ｊａ

コンヒュー

夕入門Ｉ

角

1Ｊａ

コンヒュー

夕入門Ｉ

西原

1Ｑ

ブレゼミ

1Ｑ 1Ｑ

ブレゼミ｜ブレゼミ

ｲ

ーー一今一一一一一一

自由開放

1Ｈｂ

コンヒュー

夕入門Ｉ

西原

1Ｈｃ

コンビュー

夕入門Ｉ

森本

４

時限

lｌＧｂ

自由開放
コンヒュー

|夕入門’

山下

1Gｂ

コンヒュー

タ入門Ｉ

宮岡

自由開放

lＪｂ

コンヒュー

夕入門１

角

lＪｂ

コンヒュー

夕入門１

西原

自由開放

1Ｈｂ

コンヒュー

夕入門1１

西原

1Hｃ

コンヒュー

夕入門'１

森本

５

時限
自由開放 自由開放

Ｊ
ｌ
ｉ

自由開放 自由開放 自由開放 自由開放 自由開放 自由開放 自由開放 自由開放

６

時限
自由開放 自由開放 自由開放 |自由聞放 自由開放 自由開放 自由開放 自由開放 自由聞放 自由開放

７

時限

施設名 曜日 時間

オーサリングルーム

クリエーションルーム

月･木

火･水･金

月～金

１６：５０～１８：５０

１２

1６

●
● ４０～１８：５０

５０～１８：５０



3７

後期(９月２５日～１月１５日）

･２０００年度後期試験終了後自由開放時間（２月５日～３月１５日）

･２０００年度後期自由開放時間(９月２５日～１月１５日）

･２０００年度後期試験期間中自由開放時間（１月１６日～２月２日）

利用状況

施設名 曜日｜ 時間

オーサリングルーム

クリエーションルーム

月・木

火･水･金

月～金

‐
－
１

Ｉ
◆
Ｉ

１６：５０～１８：５０

１２:４０～１８：５０

１６：５０～１８：５０

施設名 曜日 時間

オーサリングルーム

クリエーションルーム
月～金’１２:００－１７:0０

施設名 曜日 時間
オーサリングルーム

クリエーションルーム
月～金’１２:１０－１８:2０

曜日 月 火 水 木 金

演習室

オーサリクリエ－

ングション

ルームルーム

６－１０８６－１０７

ニ
ヨ
ユ
、
ン

一
一
一
一

コ
ケ

ン

ルーム

６－１０５

オーサリ

ング

ルーム

６－１０８

クリエー

ション

ルーム

６－１０７

ニ
ヨ
ユ
、
ン

一
一
一
一

コ
ケ

ン

ルーム

６－１０５

オーサリ

ング

ルーム

６－１０８

クリエー

ション

ルーム

６－１０７

ニ
ヨ
ユ
や
ン

一
一
、
一

コ
ケ

ン

ルーム

６－１０５

オーサリクリエ一

ングション

ルームルーム

ニ
ヨ
ユ
、
ン

一
一
一
一

コ
ケ

ン

ルーム

６－１０８’６－１０７６－１０５

オーサリ

ング

ルーム

６－１０８

クリエー

ション

ルーム

６－１０７

ニ
ヨ
ユ
、
ン

一
、
、
｜

コ
ケ

ン

ルーム

６－１０５

定員 3６３６ 5０ 3６ 3６ 5０ 3６ 3６ 5０ 3６３６５０ 3６ 3６ 5０

１

時限

1QｂｌＱｂ

コンヒュー，コンピュー

タ基礎演習,夕基麗演習
Ⅱ，Ⅱ

対馬 対馬

1Qｂ

コンピュー

タ基礎演習
１１

対馬

1Ｑ

フレッシュ

マン・イン

グリッシュ

1１

杉森

2Ｑ

ＤＴＰｒ漬

習

西野

2Ｑ

ＤＴＰｒ漬

習

西野

2Ｑ

ＤＴＰｒ漬

習

西野

1Ｑ１Ｑ１Ｑ

インターインターインター

ネットの惰‘ネットの欄ネットの情

帽検索１１９８検索1１綿検索'１

植野植野植野

lＫａ

コンビュー

夕入門Ⅱ

有川

lＫａ

コンヒュー

夕入門1１

吉野

２

時限

1Ｑａ 1Qａ

コンヒューコンヒュー

タ基遷演習夕基鍵演習

lｌｌＩｌ

植野植野

1Qａ

コンピュー

タ基礎演習

１１

植野

2Ｑ

アドバンス

ト・イング

リッシュⅡ

垂
韓

グ
グ
グ

ム
？

2Ｑ

ン

ア
ニ
ョ

イ
ユ
シ

ー
ナ
ー
ミ
ー

メ
コ
ケ
Ⅳ
一

シェヒ｡-

2Ｑ

ン

ア
ニ
ヨ

イ
ユ
シ

ー
ア
ー
ミ
ー

メ
コ
ケ
Ⅳ

シェヒ･-

lＫｂ

コンビュー

夕入門Ⅱ

有川

lＫｂ

コンヒュー

夕入門1１

吉野

昼休み

３

時限
自由開放

1Ｇａ

コンヒュー

夕入門Ⅱ

山下

1Gａ

コンヒュー

夕入門1１

宮岡

自由開放

1Ｊａ

コンヒュー

タ入門1１

角

1Ｊａ

コンヒュー

夕入門Ⅱ

西原

1Ｑ１Ｑ１Ｑ

プレゼミフレゼミ・ブレゼミ 自由開放

1Ｈｂ

コンピュー

タ基遷演習

中川

1Ｈｂ

コンピュー

タ基理演習
Ｉ

中川

４

時限
自由開放

lＧｂ

コンヒュー

タ入門Ⅱ

山下

lＧｂ

コンビュー

タ入門Ⅱ

宮岡

自由開放

lJb

コンヒュー

夕入門'１

角

lＪｂ

コンビュー

夕入門1１

西原

自由開放

1Ｈｂ

コンピュー

タ基遷演習
Ⅱ

中川

1Ｈｂ

コンピュー

タ基轡演習
１１

中川

５

時限
自由開放自由開放 自由開放 自由開放 自由開放 自由開放 自由開放自由聞放

ヤ１

自由開放 自由開放

６

時限
自由開放自由開放 自由開放 自由開放 自由開放 自由開放 自由聞放自由開放 自由開放 自由開放

７

時限



2000-2003年度年報

○２００１年度カリキユラム

前期（４月１２日～７月１２日）

3８

･２００１年度前期試験期間中自由開放時間（７月１７日～７月３１日）

･２００１年度前期自由開放時間（４月１６日～７月１６日）

曜日 月 火 水 木 金

演習室

オーサリ

ング

ルーム

６－１０８

クリエー

ション

ルーム

６－１０７

ニ
ヨ
ュ
シ

ー
ー
へ
一

コ
ケ

ン

ルーム

６－１０５

オーサリ

ング

ルーム

６－１０８

クリエー

ション

ルーム

６－１０７

ニ
ヨ
ュ
シ

『
『
一
一

コ
ケ

ン

ルーム

６－１０５

オーサリ

ング

ルーム

６－１０８

クリエー

ション

ルーム

｜コミュニ
ケーショ

ン

ルーム

６－１０７ ６－１０５

オーサリ

ング

ルーム

６－１０８

クリエー

ション

ルーム

６－１０７

ニ
ヨ
ユ
、
ン

一
一
一
一

コ
ケ

ン

ルーム

６－１０５

オーサリ｜クリエー

ング｜ション
ルームｉルーム

６－１０８ ６－１０７

ニ
ヨ
ユ
も
ン

一
一
一
一

コ
ケ

ン

ルーム

６－１０５

定員 3６ 3６ 5０ 3６ 3６ 5０ 3６ 3６ 5０ 3６ 3６ 5０ 3６ 3６ 5０

１

時限

1Qｂ

．

夕

Ｉ

ンヒュー

基理演習

対馬

1Qｂ

コンピュー

タ基礎演習

対馬

lQb

コンピュー

タ基震演習

対馬

1Ｑ

フレッシュ

マン・イン

グリッシュ

杉森

2Ｑ

ＤＴＰｒ基

礎

西野

2Ｑ

ＤＴＰｒ基

礎

西野

2Ｑ

ＤＴＰｒ基

礎

西野

2Ｑ

アドバンス

ト・イング

リッシュＩ

(神崎）

1Ｑ

インター

ネットの情

報検索Ｉ

植野

1Ｑ

インター

ネットの情
報検索Ｉ

植野

2Ｑ lLa

作曲法基建
コンヒュー

タ入門Ｉ

山路，吉野

lLa

コンヒュー

夕入門Ｉ

吉野

２

時限

lQa

植野

1Qａ

コンピュー

タ基礎演習

植野

lQa

夕

Ｉ

植野

自由開放

2Ｑ

アドバンス

ト・イング

リッシュＩ

杉森

2Ｑ 2Ｑ

メディア．

コミュニ

ケーション

メディア．

コミュニ

ケーション

シェビー シェヒ･－

自由開放

1Ｑ

フレッシュ

マン・イン

グリッシュ

木下

2Ｑ lLb

メディア．

コミュニ |ｺﾝﾋｭー
ケーシヨン|夕入門Ｉ
ｌｌｌ Ｌ－－
杉森！松村

lLb

コンヒュー

夕入門I

松村

昼休み

３

時限

2Ｑ

デザイン基

鹿

海田

2Ｑ

CAD基礎

西原

2Ｑ

CAD基礎

西原

自由開放

lGa

コンヒュー

夕入門Ｉ

山下

自由開放

1Jａ

コンヒュー

夕入門Ｉ

角

1Jａ

コンヒュー

夕入門Ｉ

西原

1Ｑ

ブレゼミ

1Ｑ

ブレゼミ

1Ｑ

ブレゼミ

2Ｑ 1Ｈｂ

サウンド・ｉ

ブレゼン｜コンヒュー
テーシヨン|夕入門’
’’

１

山路・上原 西原

lHc

コンヒュー

夕入門’

森本

４

時限

2Ｑ

情報検索漬
晋

西野

2Ｑ

情報検索演

晋

西野

2Ｑ

情報検索漬

晋

西野

自由開放

1Gｂ

コンヒュー

夕入門Ｉ

山下

自由開放

lJb

コンヒュー

夕入門Ｉ

角

1Jｂ

コンヒュー

夕入門’

西原

2Ｑ

メディア．

ブレゼン

テーション

演習

加賀

2Ｑ
ゆ

ン

メディア

ブレゼン

テーショ

演習

加賀

2Ｑ

メディア．

ブレゼン

テーション

演習

加賀

2Ｑ lHb

イメージブ

レゼンテー

ション

コンヒュー

夕入門Ⅱ

上原｜西原

lHc

コンヒュー

夕入門Ⅱ

森本

５

時限
自由開放 自由開放 自由開放 自由開放 自由開放 自由開放 自由開放 自由開放 自由開放Ｉ自由開放

６

時限
自由開放 自由開放 自由開放 自由開放 自由開放 自由開放 自由開放 自由開放 自由開放 自由開放

７

時限

施設名 曜日 時間

オーサリングルーム

クリエーションルーム

月・金

火･水

木

月～金

１６:５０～１８:５０

１１:１０～１８:5０

１６:５０～１８:５０

１６:５０～１８:5０

施設名 曜日 時間
オーサリングルーム

クリエーションルーム
月～金 １１:３０～１６:2０



(９月２５日～１月１５日）後期

利用状況

3９

･２００１年度後期授業終了後自由開放時間（１月１６日～３月２９日）

･２００１年度冬期休業期間自由開放時間（１２月２５日～１２月２８日）

･２００１年度後期自由開放時間（９月２５日～１月１５日）

曜日 月 火 フＫ 画
グ ｋ 金

演習室

オーサリ｜クリエー
ング｜ション
ルームルーム

８－１０８，６－１０７

ニ
ヨ
ュ
シ

一
一
一
一

コ
ケ

ン

ルーム

デザイン

ルーム

６－１０５８－２０５

オーサリ

ング
ルーム

８－１０８

クリエー

シヨン

ルーム

ニ
ヨ
ユ
』
ン

苫
、
一
コ
ケ

ン

ルーム

デザイン

ルーム

６－１０７．８－１０５6－２０５

オーサリクリエ一

ング‘ション

ルームルーム

６－１０８ 8－１０７

コミュニ

ケーショデザイン

ンルーム

ルーム

０－１０５８－２０５

オーサリクリエ－

ングション

ルームルーム

６－１０８８－１０７

ニ
ヨ
ユ
、
ン

一
一
一
一

コ
ケ

ン

ルーム

８－１０５

デザイン

ルーム

０－２０５

オーサリ

ング 裂念’
ルーム｜ルーム

ニ
ヨ
ュ
シ

『
『
一
一

コ
ケ

ン

，ルーム

デザイン

ルーム

ｅ－１ｏ８１ｏ－１ｏア ０－１０５ ０－２０５

定員 3６ 3６ 5０３６ 3６ 3６５０３６ 3６ 3６ 5０３６ ３６３６ 5０ 3６ 3６ 3６ 5０１３６

時限

lQb

コンピュー

タ基鍵演習
Ⅱ

対馬

1Qｂ

コンピュー

タ基礎演習
Ⅱ

対馬

1Qｂ

コンピュー

夕基選演習’
1１！

対電

1Ｑ’

1フレッシュ

マン・イン，

グリッシュ

Ⅱ

杉轟

ｍ２Ｑ

ＤＴＰｒ漬

雷

ＤＴＰｒ漬

晋

西野西野

2Ｑ２Ｑ

ＤＴＰｒ漬

智

西野

ＤＴＰｒ漬

雷

西野

1Ｑ，1Ｑ

インター

ネットの間

鞭検索Ⅱ

インター

ネットの憎

報検索Ⅱ

噛野Ｔ植野

1Ｑ

インター

ネットの偶

嘘検索Ⅱ

埴野

2Ｑ

アドバンス

ト・イング

リッシュ1１

神崎

lLa

コンピュー

夕入門1１

吉野

lLa

コンピュー

夕入門1１

吉野

２

時限

1Qａ

コンピュー

タ基礎演習
Ⅱ

植野

lQa

コンピュー

タ基礎演習
Ⅱ

値野

lQa

コンピュ

タ基礎漬

Ⅱ

植野

晋 自由開放

2Ｑ’

ﾄアドパンス

自由開放｜卜・イン
|リツシユ
,杉轟

グ，
Ⅱ’

,2Ｑ

自由開放

|メディア．
コミーL二

ケーション

!Ⅳ

シェビ。

2Ｑ

メディアー
コミュニ

ケーション

Ⅳ

シェビ．

自由開放自由開放

|今一一一一一一一

自由開放

lLbllLb 2Ｑ

ｺﾝビｭー|ｺﾝビｭーＩ
夕入門Ⅱ｜夕入門1１

音楽理強

新川ｌ新川Ｉ山路

昼休み

３

時限
一一_旨

自由畷放 自由開放

1Gａ，

ユンピュー

タ入門Ⅱ
ｌ

山下

’1Jａ

自由開放
|コンピュー

夕入門1１

二砦一一一

角

1Ｊａ

コンピュー

夕入門Ⅱ

西原

2Ｑ２Ｑ

イメージ・メディア

フレゼンコミュニ

テーションケーション

Ⅱ‘Ⅱ

黒野刺幽ｑ

2Ｑ

メディア。

コミ可一

ケーション

Ⅱ

神崎

2Ｑ

イメージ・

プレゼン

テーション

Ⅱ

勇野

2Ｑ

サウンド.！

世
》
一
坪

し
一
一
路

ブ
テ
Ⅱ
｜
山

1Hｂ

コンピュー

タ基礎演習

Ｉ

中jIl

４

時限

1Ｌ

自由聞放 |CAD基礎
一一一一＋‐－－‐－

西原

1Ｌ

CAD基礎

西原

自由開放

1Gｂ。

コンビユー，

夕入門Ⅱ

山下

自由朋放

lJb

コンビユー

夕入門Ⅱ

角

lJb

コンピユー

夕入門Ⅱ

茜原

2Ｑ２Ｑ

ケーム・デケーム・デ

ザイン演習ザイン演習

（コナミ）（コナミ）

2Ｑ

ヶｰﾑ･デ

ザイン演習

（コナミ）

自由開放

lHb

瀧語’
Ⅱ

中川 ＋

５

時限
自由開放自由開放 自由開放 自由開放 自由聞放 自由開放 自由開放自由開放 自由開放｜自由開放

６

時限
自由開放自由開放 自由醐放 自由開放 自由鵬放 自由開放

一一一卓一一一｡－一

自由開放自由開放 自由開放 自由開放

７

時限
Ｉ

｜＝●守－‐凸一一Ｌ一一一一一一一

施設名 曜日 時間

オーサリングルーム
クリエーションルーム

月～金 １１:３０～１８:5０

施設名 曜日 時間

オーサリングルーム

月

火

水

木

金

１５:００～１８:5０

１１:１０～１５:００，１６:５０～１８:5０

１１:１０～１８:5０

１１:１０～１３:００，１６:５０～１８:5０

１１:１０～１３:００，１５:００～１８:5０

クリエーションルーム
月・水･木･金

火

１６:５０～１８:5０

１１:１０～１８:5０

施設名 曜日 時間

オーサリングルーム

クリエーションルーム
月～金 １１:００～１５:0０



･２００２年度前期試験期間中自由開放時間（７月１７日～７月３０日）

2000-2003年度年報

’

○２００２年度カリキュラム

前期（４月１１日～７月１６日）

メンテナン
ス

メンテナン

ス

･２００２年度夏期休業期間中自由開放時間（７月３１日～８月８日）

･２００２年度前期自由開放時間（４月１１日～７月１６日）

4Ｃ

･２００２年度夏期休業期間中自由開放時間（８月１９日～８月２７日）

施設名

オーサリングルーム

クリエーションルーム

コミュニケーションルーム

デザインルーム

曜日

月･水･木･金

火

月･水"木･金

火

火

月・火

水

時間

１２:４０～１３:３０，１６:５０～１９:4０

１６:５０～１９:4０

１２:４０～１３:３０－１６:５０～１９§4０

1６

１２

1０

1０

う０～１（

40～１《

３０～１３

３０～１６:5０

4０

:3０

3０

曜日

演習室

定員

時限

２

時限

昼休み

３

時限

４

時限

５

時限

６

時限

７

時限

月

オーサリ

ング
ルーム

６－１０８

3６

lQb

ンピユー

基鍵演習

対臨

lQa

コンピュー

タ基礎演苦

瞳野

畠由槻放

2Ｑ

デザイン基

翠田

2Ｑ

豊謡嬢需

堕田

自由醗放

自室開放

Z麓蕉勇デザイン
ルーム１ンルームＩルーム

６－１０７６－１０５１６－２０５

3６

lＱｂｌ

コンピュー

タ整理演習

対馬

1Qａ

コンピュー・

夕基壁茨駕

掻野

自白開放

l
q

l…蕊蕊
西原海田

2Ｑ２Ｑ

溝張接祭演綱謡投崇演祈報投崇演

績菅．否

西野

自由側放’

Ⅱ Ｉ

自鹿開放

5０３６

lQb

字]ンピュ

タ韮磯演 雷
■
Ⅱ
■

対 馬自由開放

lOa

コンピューー

タ聖鍵演習

撞野

2Ｑ

:西野

Ｉ

一→■－－口

Ｉ

i自白閲放
ｂ

ｂ

自由珊放

Ｉ２ｑ

理

2Ｑ

砺浦

火

オーサリ

ング
ルーム

６－１０８

3６

メンテナン

ス

テヅ。

3Ｑ

メディアコ

ミュニケー

ションⅢ

莞
“

自由蝿欽

ｇ由DJ肱

#蛭テ声這デザイン
ンルーム

ルームルーム
６－１０７６－１０５６－２０５

3６５０

1Ｑ

メンテナン

ス

杉識自国INI故

２Ｑ
l

メンテナン

ス

ンス

グ

Ｉ

自国肌披

杉森

メンテナン』自由珊放自噂間飲
Ｉ

３Ｑ３Ｑ

ﾒﾝﾃﾅﾝ1ﾒデｨｱ蕊零ﾃチ
ス腿

･ザイン

柏原対期

3ＱＩ

一一一■一一一

杉涜’

自密蝿放

自白閲放

|フレッシュ・

マン･イン』

|ﾏﾘﾂｼﾕ

一~一『ー

3６

水

オーサリ

ング
ルーム

６－１０８

3６

2０

メディア

ン
｜

宰
窄
一

言
、
一
コ
ケ
ー

シエビー

自鯉朋敗

3Ｑ

鏡維恋智取

?,I添需

織田．射国

自由肌放

自幽!W雌

クリエー

ション
ルーム

６－１０７

3６

2ｑ

メディア.

シエビ

自由珊放

2Ｑ

イメージフ

レゼンテー

ション通

松田

3Ｑ

談俄吾智取

Ｉ.#演習

松田ｂ棚田

自由Ⅲ雌

自由側飲

コミ罰＝

ケーショデ･ザイン
ンルーム

ルーム

０－１０５６－２０５

5０

3Ｑ

メディア英

聴Ｉ

神蛎自由聞肱

2Ｑ２ｑ

メディア・メティア

アーシヨンケーシヨン

１１（lW1jhk）

シェヒ･‐シ茎上｡‐

自由開成

2０

ｂ夕哩〆ダ‐

シヨン韮､§，
旦由服故

イメージフ

松田

3Ｑ’

暁鰍審響
肘添野

I瞳

蛾田、桶田

3６

自白〃畦

木

ｵ謬り磯ァ震藷デザｨﾝ
ﾝルーム

ルームルームルーム

６－１０８６－１０７

3６１３６

2Ｑ９１Ｑ

インター１インター,インター’アドパンス
ネットの隅'ネットの胴ネットの慨トイング
慨倹鯛Ｉ｜眼投蕊Ｉ鞭摸索Ｉリッシュ

僅野

3Ｑ

イメージフ･

蹴了-§健憤隅処感腫偏認処Z鵠Ｚ理
ションⅡ

意地松田松田,馬野

４

自由聞飲ｇ田１W)故’

1,2,3Ｑ’1,2,3Ｑ1,2,3Ｑ

プレゼミ

ブレゼミＩブレゼミ

2ＱＩ２Ｑ

メディアブメディアブ

レゼンテーレゼンテー

ション演習ション演誕Ｒ

罵魚浮念

"釧織ｌ…｜，

自由棚放

ブレゼミブレゼ

息僅脱)故

■■■■■■

野抵野

ｌ２Ｑ

6－１０５１６－２０５

５０１３６

Ｑ

ブレゼミブレゼミ

:メディアブ

レゼンテー

,シヨン演習
倉

神崎

３０

1,2,3Ｑ

ブレゼミ

金

オーサリ

ング
ルーム

６－１０８

3６

3Ｑ

作曲港薬礎

山錨

2Ｑ

ディアコ
ュニケー

ヨンⅢ

杉姦

自由開放

2Ｑ

イメージプ
レゼンテー

上原

3Ｑ

イメージプ
レゼンテー

シヨンⅡ

男野・倉遼

自由閲放

巨臼閲放

クリエー
シヨン

ルーム

！コミ．，雲

ケーショ‘デザィン
ンルーム

ルーム

６－１０７６－１０５６－２０５

3６５０，３６

釦’3Ｑ３Ｑ

作晶尭羨演噸塞読作品尭雲添智Ｉ晋Ｉ

嘱野・寺ｌｉＩ馬野・寺山馬野・寺山

2Ｑ,

メデイアコ‘

ミューケー

ション１１１

竃

自窒聞按

2Ｑ

サウンドプ

レゼンテー
ション１

山躍

3Ｑ

プ
ー
ド
テ
Ⅱ

ン
ン
ン

ウ
ゼ
ョ

サ
レ
シ

‐
ｌ

ブ
ー
ド
テ
Ⅱ

ン
ン
ン

ウ
ゼ
ョ

サ
レ
シ

上原ｉ,蝉
Ｉ

自白開紘

Ｂ

Ｉ
Ｏ

自由開放
、

Ｉ

’ １’

'2Ｑ

２Ｑ２Ｑ

Ｉｻｳﾝドﾌ
|レゼンテー

|ションＩ

中川・上原

l3Q３Ｑ

了一一

イメージフ

レゼンテー

蕗野・倉抱

施設名

オーサリングルーム

クリエーションルーム

曜日

月～金

時間

１１:００～１９:4０

施設名

オーサリングルーム

クリエーションルーム

曜日

月～金

時間

１１:３０～１９:4０

施設名

オーサリングルーム

クリエーションルーム

曜日

月～金

時間

１１:３０～１６:3０



利用状況

後期（９月２４日～１月１４日）

･２００２年度後期自由開放時間（９月２４日～１月１４日）

４１

･２００２年度後期授業終了後自由開放時間（１月１５日～２月５日）

･２００２年度冬期休業期間自由開放時間（１２月２５日～２８日、１月６日）

施設名 曜日｜ 時間
オーサリングルーム

クリエーションルーム
月～金 １１:００～１９:4０

施設名 曜日 時間

オーサリングルーム

クリエーションルーム

月

火

水･木

金

１２:４０～１９:4０

１６:５０～１９:4０

１２:４０～１５:００，１６:５０～１９:4０

１２:４０～１３:３０，１６:５０～１９:4０

コミュニケーションルーム 火 １２:４０～１３:3０

デザインルーム
月・火

木

1０

1５

３０～１３

００～１６

3０

5０

施設名 曜日 時間
オーサリングルーム

クリエーションルーム
月～金’１１:00～16:0０

庫日 月 火 水 木 畠
』
Ｐ
Ｌ

演習室

オーサリクリエ一

ングション

ルームルーム

８－１０８６－１０７

ニ
ヨ
ム

ュ
シ
ー

ミ
ー
ル

コ
ケ
ン

デザイン

ルーム

６－１０５６－２０５

オーサリ

ング

ルーム

６－１０８

クリエー

ション

ルーム

コミュニ

ケーショデザイン

ンルーム

ルーム

８－１０７６－１０５６－２０５

オーサリクリエー

ングシヨン

ルームルーム

ニ
ヨ
ユ
シ

一
己
、
一

コ
ケ

ン

ルーム

６－１０８６－１０７６－１０５

デザイン

ルーム

８－２０５

オーサリクリエー

ングション

ルームルーム

ニ
ヨ
ュ
シ

』
『
『
｜

コ
ケ

ン

ルーム

６－１０８６－１０７０－１０５

デザイン

ルーム

6－２０５

オーサリ‘クリエー

ングション

ルームルーム

６－１０８８－１０７

コミュニ

ケーショデザイン

ンルーム

ルーム

e－１０５６－２０５

定員 3６３６ 5０３６ 3６ 3６５０３６ 3６３６５０ 3６ 3６３６５０ 3６ 3６３６ 5０，３６

時限

1QｂｌＱｂ

コンビユーコンピュー

タ甚塞涜音夕甚礎寓吉
１１１１

対罵対罵

lQb

コンビ４一

夕基礎涜舌

１１

対輔自由開紘

。ンテナン

ス

〆シテナン

ス

1Ｑ

フレッシュ

マン，イン

グリッシュ

１１

杉、自由報放

ｌ３Ｑ

ＤＴＰｒｌ頁DTP『漬，ＤＴＰｒ滴

習 音晋

飯田西野西野

ＤＴＰ｢漬

雷

梱凋

2Ｑ１Ｑ１Ｑ

インターインターインター

ネットの１日ネットの慣ネットの慣

帖檎病11鮒輸泰IIOH倫粛１１

梱畔刷畔梱僻

アトバンス

トイング

リッシュ１１

揖画

2Ｑ２Ｑ

ビジネスIロビジネス堀

１日デザイン1現デザイン

寺山寺山

2Ｑ２Ｑ

ビジネス湖,ビジ主ス珊
唄デザイン'堰デザイン

寺山寺山

２

時限

lQa

コンピュー

タ基礎涜習
１１

植野

lQa

コンピュー

タ基礎演習

１１

纏野

1Qｂ

コンピュー

タ呈瑳演習

１１

檀野

自由開放
メンテナン

ス

2Ｑ

メンテナン

ス

アドバンス

卜・イング自由問放

リッシュＩ

Ｉ杉、’

2Ｑ２Ｑ２Ｑ

メディア・メディア・メディア。

コミュニコミュニ１コミュニ

ケーションケーション|ケーシコン
１１１１’'’
一一一一一一一一今一一一一一一一一ら

坤崎神埼‘刺喧Ｑ

3Ｑ

イ〆一ジブ，

レゼンテー自習、雷
ｼｮﾝⅡI'

倉地

3Ｑ

イメージプ

レゼンテー

シヲン１１１

罵僻

3Ｑ’

ｺﾏｰｼﾔ，

ルデ

演習

倉地

ザイ

１

3Ｑｉ３Ｑ

コンピュ

タ棚駅

草本

コマーシャ

ルデザイン

雨
一
軸

昼休み 自由開放 自由開放 自由開放 ㎡ンアナン メンテナン．自由開放自由問放 自由問放自由閲放 自由問放（Ｉ自由済放掃陣 自由門放 自由開放

３

時限
自由間目【自由悪政

3Ｑ

エデユテイ

■・ン卜・デ

ザイン高君

対啄

3 Ｑ３Ｑ

イ
デ
宮

テ
滴
、
ト
ン

ー
ア
ン
イ

エ
‐
風
．
ザ

ィ
デ
言

テ
・
滴

ユ
ト
ン

ー
ア
ン
イ

工
面
．
ザ

吋 局対再

自由簡放自由問放

3Ｑ

自由簡放自由客放

(得帥）（揚姉）

プレ脳作

(デザイン

コース）

咽畔紬田対！

碍姉

2Ｑ

サウンド・サウンド．

ブレゼンプレゼン

テーション・テーション

I11-J11-
山路・倉地山路・倉地

2Ｑ

ウ
レ
ー
Ｉ

サ
プ
テ
皿

ンド。

ゼン

ション

山路、倉地

サウ

'プレ

鹿

ｋ
０
ン

・
グ
ゼ

一
一
鯉

４

時限
自由涜敦自由蟹強

＝－－つ一一一

1Ｌ

ＣＡＤ基轡

雪蒙

鋤

〆
ス

｜
アダ

１

１

ｵﾝ|員
シテナン メディ

狸１１

ウ

形、

ア要

3Ｑ

コンピユー

タミュー自宕目畠問独

シック

山路

鉛

コンピユー

クミユー

ジフク

山路

2Ｑ２Ｑ２Ｑ

ｹｰﾑ‘デゲー』－デケーム‘デ

ザイン膚習ザインl自旨ザイン‘貫宮

白

'j,ｊ１Ｉｎ万小IPI・魚方小ｊ１ｉ・南方

自由喬触

3Ｑ

ｺンセプ

卜・・世一キ１自言
ング

叫畔’

自由践放

3Ｑ

作品発衰滴

宮１１

松田・仲判

５

時限
自畠碧麓自室3R政 自由寂餓 自由慧敏 自主強故自由騎孜

－－－－－－－－－」

自由客放自畠観触 自由究放｜自由萄放

６

時限
園金屑THｆ 自白開放 自由顎繊 回由問放 自由碧放自由開放 自由弱放,自由弼触

ｐ

自由?81紋自由問放

７

時限
－－＋－

１１

~Ｌ



･２００３年度夏期休業期間中自由開放時間（８月１８日～８月２９日）

･２００３年度夏期休業期間中自由開放時間（７月３１日～８月１日）

○２００３年度カリキユラム

前期（４月11日～７月１６日）

･２００３年度前期自由開放時間（４月１０日～７月

2000-2003年度年報

１５日）

4２

･２００３年度前期試験期間中自由開放時間（７月２４日～７月３０日）

竃８ 月 火 水 『
グに 金

宵曽室

オーサリクリエーコミュニ

ングションケーシヨ

ルームルームンルーム

デザイン

ルーム

オーサリクリエ一

ングシ■ン

ルームルーム

コミユニ

ケーショデザイン

ンルーム

ルーム

オーサリクリエ一

ングション

ルームルーム

ニ
ヨ
ュ
シ

ニ
、
一
一

コ
ケ デザイン

ンルーム

ルーム

オーサリ

ング
ルーム

クリエー

シ■ン

ルーム

コミュニ

ケーショデザイン
ンルーム

ルーム

オーサリクリエー

ングション

ルームルーム

ニ
ヨ
ュ
シ

一
一
一
一

コ
ケ

ン

ルーム

デザイン

ルーム

６－１０８６－１０７０－１０５６－２０５ ８－１０８６－１０７８－１０５６－２０５ ６－１０８６－１０７６－１０５８－２０５ ８－１０８ ８－１０７ ０－１０５０－２０５ ０－１０８６－１０７６－１０５ ６－２０５

定員 ３６１３６'５０３６ 3６３６５０３６ ３６３６５０３６ 3６ 3６ 5０３６ 3６３６５０ 3６

時限

lＱｂｌＱｂｌＱｂ

コンピユーコンピユーコンピユー

タ…|↑…冨''…’１
対鳳 対馬 対局自由問放 自由問放自由開放

3Ｑ

メディア英

膳Ｉ

判噺 ｇ由開放

1Ｑ

インター

ネットの慣

輔検索Ｉ

埴僻

1Ｑ

インター

ネゥトの凋

鮒檎粛Ｉ

拙肝

1Ｑ１Ｑ

インターインター

ネットの欄ネットの１日

鮒検武１０９検索Ｉ

岨畔楢畔

灯妹掃除掲除 掃除

自由開放

２

時限

lQa

コンピュー

タ基轡涜習

植野

lQa

コンピュー

タ甚礎涜宮

梱僻

lQn

コンピュー

タ品礎涜羽

網野

自由問放

1Ｑ

｜

…脳|･圏織”

フレッシーュ

マン・イン

グリッシュ

杉向

2Ｑ２Ｑ 2Ｑ 2Ｑ

メディア・メディア・メディア・Ｉ

毒ラン;ﾐ蓋ﾝ|麦蓋ﾝ…職
，’

五F=-1姓－１示言一一

3Ｑ

サウンドブ

レゼンテー

シ胃】ﾝⅢ

白地

304Ｑ

伸晶兜Ｒ演
習ｌ

寺山、馬酔

3,4Ｑ3,4Ｑ

作品仰畏漬作品発衰演
習Ｉ苫Ｉ

守山､卿評'寺山､凧畔

2Ｑ

メディアヨ

ミュニケー

ションIⅡ

８２m

2Ｑ

メディアコ

ミュニケー‘

ションIⅡ

杉鹿 ~「

自由開放

昼休み 自由開放 自由問放 自由閥放|自由間脳 自由問放自由開放 自由儲放 自由問放 自由開放 自由開放

３

時限

2Ｑ’2Ｑ

ＣＡＤ基迩'ＣＡＤ昌轡

小川,小川

3Ｑ 3Ｑ

エ
メ
デュテイ’エデュテイ
ン卜・デメ

ザイン｜ザ
ント

イン

デ

対喝｜川風

3Ｑ 3Ｑ

エデュテイ

メン卜・デ

ザイン

メディア英

肥

輸原対馬

自由開放自由開放

1Ｑ

プレゼミ

1Ｑ

プレゼミ

1Ｑｌ１Ｑ

ブレゼミプレゼミ

2Ｑ 2Ｑ 2Ｑ

イ〆一ジプ
レゼンテー

シヨン

サウンドプサウンドブ

レゼンテ

ションＩ

一レゼンテ

|ｼﾐﾝ’
倉地山路ｕ』路

2Ｑ

イメージプ

レゼンテー

ション

倉地

４

時限

2Ｑ 2Ｑｌ２Ｑ

'日幅喰素膚If日附検武官慣幅検泰膚
宮 盲 宮

邑肝 困畔喝『■

3Ｑ３Ｑ

メディアゴメディアコ’

男ﾗ;i-l勇諦一自国局職
犀、杉、

3,4Ｑ 3,4Ｑ304Ｑ

映蛍音容取峡壷音■取

材済舌（弱材寅舌（程
放）放）

峡頚■■取

材高舌

松田､宥函松田、持田松田、村田’

2Ｑ

メディアプ

レゼンテー

ション有習

坪倉

2Ｑ

メディアプ
レゼンテー

ション漕宮

坪倉

2Ｑ

メディアブ

ﾚぜﾝﾃｰ自由競般

シーナン涜宙

２９倉

3Ｑ３Ｑ３Ｑ

イメージブコンビューコンピュー

ﾚｾﾞﾝﾃｰﾀﾐｭｰｰﾀﾐｭｰ

シヨン1１１ジックジック

喝野・倉亀山銘・山銘

3Ｑ

フ
ー
ジ
テ
梱

一
・
ダ
・
ジ

メ
ゼ
ョ

イ
レ
シ

旦野・倉地

５

時限
自由謁放｜自由困放’ 自由雷舷自由夢蝕 自畠問段自書歳放 自由霜放 自由問触 自由筏触自由震蔵，

６

時限
自由開放 自塵愛餓 自由需放自由闘放 自由開放自由問放， 自由織放 自由問飲 自壷儀赦自由悶撒

７

時限 １

４－－-一一句‐－‐一一０ --‐＋、－＋－－‐－

施設名 曜日｜ 時間

オーサリングルーム
■

クリエーションルーム

コミュニケーションルーム

デザインルーム

月･木･金 １２４０～１３:３０，１６:５０～１９:4０

火 １０:３０～１３:３０，１６:５０～１９:4０

水 １２:４０～１９:4０

火１５:１０～16:4０

月･水･金１０:30～12:4０

木
｜
ｑ
ｌ

１５:１０～１６:4０

施設名 曜日 時間

オーサリングルーム
クリエーションルーム

月～金１１:00～16:3０

施設名 曜日 時間
オーサリングルーム

クリエーションルーム
月～金 １１:００～１９:4０

施設名 曜日 時間

オーサリングルーム

クリエーションルーム
月～金’ １１:００～１６:3０



後期（９月２４日～１月１４日）

利用状況

･２００３年度後期授業終了後自由開放時間（１月２１日～２月６日）

･２００３年度冬期休業期間自由開放時間（１２月２５，２６日、１月５，６日）

･２００３年度後期自由開放時間（９月２３日～１月２０日）

4３

曜日 月 火 フＫ
ロ
グ に 金

演習室

オーサリ

ング

ルーム

６－１０８

クリエー’コミユニ

ションケーショ

ルームンルーム

８－１０７；８－１０５

デザイン

ルーム

6－２０５

｜ｺミュニ
オーサリクリエー

ングシヨン'ケずヨうう;Z：ｒ
ルームルーム，ルーム,

６－１０８６－１０７ ６－１０５'6－２０５

オーサリ

ング

ルーム

６－１０８

クリエー

ション

ルーム

６－１０７

コミュニ

ケーショデザイン

ンルーム

ルーム

６－１０５１６－２０５

オーサリ

ング

ルーム

６－１０８

クリエー

ション

ルーム

６－１０７

ニ
ヨ
ユ
も
ン

一
一
一
一

コ
ケ

ン

ルーム

６－１０５

デザイン

凡,－ム

６－２０５

オーサリトクリエー
ングｌション

ﾙー ﾑ｜ルーム
６－１０８ ６－１０７

ニ
ヨ
ユ
セ
ン

』
一
一
一

コ
ケ

ン

ルーム

６－１０５

デザイン

ルーム

６－２０５

定員 3６ 3６５０ 3６ ３６'３６ 5０３６ 3６ 3６ 5０３６ 3６ 3６ 5０ 3６ 3６ 3６ 5０ 3６

時限

lQa lＱａｌＱａ

コンピュー

タ基建演習

１１

コンピュー

タ基礎漬詔

１１

コンピュー

タ基建演習

１１

対目対馬 対馬

自由開放 自由開放自由開放

2Ｑ

DTPｒ演習

西野

2Ｑ

DTPｒ演習

稲浦

2Ｑ

インター

ﾈｯﾄの欄

報検索１１

欄野

1Ｑ

インター

ネットの個

報検索１１

植野

1Ｑ

インター

ネットの欄

紹検索１１

植野

弓潔幣
自由開放‘

（掃除）ｉ掃除 掃除

２

時限

lＱｂｌｌＱｂｌＱｂ

コンビ

タ
ー
基鍔

ユー

オ寅習

コンビュー

夕

Ｉ

基建演習

コン

タ基

１１１

ピュー

鴎演習

欄野 植野槽野

自由開放 自由問放 自由開放

2Ｑ

フレッシュ，
マンイング｜

リッシュ1１

杉轟

自由開放

2Ｑ

ン

ア
ニ
ゴ

イ
ユ
、
ン

デ
ミ
ー
ｌ

メ
コ
ケ
ー

捧崎

2Ｑ

ン

ア
ニ
ョ

イ
ユ
。
ン

デ
ミ
ー
ー

メ
コ
ケ
Ｉ

神崎

2Ｑ

作麹法基礎

山路

3Ｑ

ゲーム・デ

ザイン演雷

寺山・長江

3Ｑ

ケーム・デ

ザイン演習

寺山・長江

2Ｑ

作曲法基礎

山誌

3Ｑ，3Q4Q

コマーシャ

ル・デザイ

ﾝ演習

コンセプ

卜･ﾒーキ

ング(問
放）

寺山・倉地 馬野

3Q4Q

コンピュー

夕僻訳

草本

3Ｑ

コマーシャ

ル・デザイ

ン演習

寺山・倉地

昼休み 自由問放 自由問放 自由開放 自由開放 自由謁放 自由開放 自塵開放 自由開放 自由開放 自由開放

３

時限
自由開放 自由鈴放

3Q4Q 3Q4Q３Q4Q３Q4Q

エデーLテイ

メント・デ

ザイン演雷;孫諦ｱ”
エデュテイ

メン卜・デ

ザイン演習

対馬｜対菖 杉轟対馬

2Ｑ

悪性慣服処

唖（開放）

松田

3Ｑ

ン

ア
ニ
｜
ゴ

イ
ユ
。
ン

デ
ミ
ー
Ｉ

メ
コ
ケ
ー

神』計

3Ｑ 2Ｑ

。
、
／

ア
ニ
ゴ

イ
、
｛
ロ
ン

デ
ミ
’
１

メ
コ
ケ
ー

感性檎服処

理

神崎’松田

自由閉放 自由開放

2Ｑ

イメージプ

レゼンテー

シ言ﾝ１１

再罫

2Ｑ 2Ｑ

サウンドブサウンドプ

レゼンテーレゼンテー

シヨンｌＩｉシヨン１１

山路 山路

2Ｑ

イメージプ

レゼンテー

ション1１

露群

４

時限

1Ｌ

自由問放｜自由開放：CAD基礎

一_し′后虜一F

4Ｑ

冒由開放…蔵厩ｲｱ葵’
－ー－－◆

杉森

自由開放 自由問放 自由問放 自由需放 自由開放 自由開放

５

時限
自由問放 自由碗放 自由開放 自由開放： 自由問放 自由開放 自由問放 自由綜放 自由輪放 自由開放

６

時限
自由開放自由開放 自由開放 自由開放 自由開放 自由問放

ｌ
－一一~一一一~Ｔ~‐~一一－－

自由開放 自由錦放 自由開放 自由問放
１
１
１
」
！

７

時限

｜’ ’１

施設名 曜日 時間

オーサリングルーム

クリエーションルーム
月～金 １１:００～１６:3０

施設名 曜日 時間

オーサリングルーム

クリエーションルーム

月

火･金

水(オーサリング）

水(クリエーション）

木

１２:４０～１９:4０

9:３０～１３:３０，１５:１０～１９:4０

１１:１０～１９:4０

１２:４０～１３:３０，１５:１０～１９:4０

１３:３０～１９:4０

デザインルーム 月 9:３０～１２:4０

施設名 曜日 時間

オーサリングルーム

クリエーションルーム
月～金 １１:００～１７:3０



2000-2003年度年報

○自由開放利用統計

2000-2003年度（オーサリングルーム，デザインルーム：MacintoshG4）

年度 施設名“日数 4月 ’５月 6月 7月 8月 9月 1０月 １１月 1２月 1月

オーサリング ０ ’６ ４１２ １８１ ０ ､３３ ３１４ 3８０ 3２９ １３１

２月 3月

０ ０
2000

日数 ０ ３ 2１ １０ ０ ６ ２１ 1７ 1６ 1４ 1９ 1２

2００１
オーサリング

日数

9９

1０

3７６

2１

426

2１

447

2２

０

１０

2９

４

437

2３

445

1９

327

1９

1０２

1８

０

2０

０

2１

オーサリング 5２ 6１６ 582 6３６ ２ 5６ 3３９ 520 504 257 ０ ０

2002
デザイン

計

4５

9７

3２８

944

3５８

940

３１９

9５５

０

２

1２

6８

6４

403

1２３

6４３

1２１

6２５

7８

3３５

０

０

０

０

日数 ７ 2０ 2０ 2３１６ ５ 2０ 1９ 2０ 2２ ３ ０

オーサリング 1４２ ３９８ 3４２ ３１９ ０ 5３ 5０８ 7１７ 5４３ 3４８ ０ ０

2003
デザイン

計

3８

1８０

1２２

5２０

2０１

543

1１７

436

０

０ 5４

1４

5２２

2６

7４３

1３

5５６ 3４９

０

０

０

０

日数 1４ 2１ 2０ 1８ 1０ ５ 2０ 1８ 1８ 2０ ５ ０

2000年度（クリエーシヨンルーム，コミユニケーシヨンルーム：Windowsマシン）

、 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 1１月 1２月 1月 2月 3月

E学科 ０ ０ ０ ２ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

F学科 ０ ０ 1０ 1２ ０ ５ 1０ ２ ０ ０ ０

G学科 ０ ０ ６ ６ ０ ０ 1７ ６ 2９ ７ ０ ０

H学科 ０ ０ ４ ０ ０ ０ 3６ 3１ 1８ ３ ０ ０

J学科 ０ ３ ３ ０ ０ ０ ０ 2２ ４ ６ ０ ０

K学科 ０ ０ 8２ ３ ０ ０ ６ ６ ５ ０ ０ ０

L学科 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

P学科 ０ ０ 4２ 2２ ０ 1０ 3０ 2６ 5５ 4４ ０ ０

Q学科 ０ ０ 1５６ 1０２ ０ 7６ 1６８ 1９１ 1２３ 4３ ０

修士Ｍ ０ ３ ８ ０ ３ 2３ 2８ 4０ １２ ０ ０

博士， ０ ０ ５ ７ ０ ５ ０ 1２ ６ 1２ ４ ０

計 ０ ６ 3１６ 1５５ ０ 2４ 1９８ ３０１ 3４８ 207 4９ ０

日数 ０ ３ 2１ 1０ ０ ６ ２１ １７’１６ 1４ 1９ 1２

2001年度（クリエーシヨンルーム，コミュニケーションルーム：Windowsマシン）
～ 4月 5月 6月 ７月 8月 9月 1０月 '１１月 1２月 1月 2月 3月
E学科 ０ ０ ８ ４ ０ １ ４ ０ ０ ０

F学科 ０ ８ 1２ ５ ０ ３ 1３ ６ ４ ０ ０ ０

G学禾 ４ 3０ 1３ ０ ０ ０ 1２ ５ ８ ０ ０

H学ボ１． ６ ７ ６ ４ ０ 1５ 2２８ 1４４ 8５ ５ ０ ０

J学添 ０ ０ 1２ ０ ０ ２ ５ ２ ２ ２ ０ ０

計

1７８６

1３９

2６８８

1９８

3５６４

1４４８

5０１２

1６５

3３７０

5３３

3９０３

1６９

計

３

4０

7１

9２

3８

1０２

０

2２９

8６０

1１８

５１

1６０４

1３９

計

1９

5１

7３

500

2５

K学飛 ０ １１ 1７ ６ ０ ３ 1５ ７ ４ ０ ０ ６４

L学添 ０ ８ ３ ４ ０ 9９ 1２ 2２ ７ ０ ０ 1５６

P学飛 ０ ９ ６ ６ ０ ０ ６ ２ ２ ３ ５ ２ ４１

Q学科 1０５ 334 5１５ 619 ０ 1７ 276 390 3６３ 214 3２ 4２ 2９０７

修士Ｍ 4８ 7３ 2６ 3４ ０ ５ 3９ 4２ 2８ 2３ １ 3２０

博士， ３ ４ ４ ０ ０ ８ ２ 1０ ０ 3４

計 1６６ 481 6２２ 6８６ ０ 4７ 702 ６１２ 5２３ 2５７ 4９ 4５ ４１９０

日数 1０ 2１ 2１ 2２ ０ ４ 2３ 1９１ 1９ 1８ 2０ 2１ 1９８

4４



2003年度（クリエーシヨンルーム，コミユニケーシヨンルーム：Windowsマシン）

利用状況

2002年度（クリエーシヨンルーム，コミユニケーシヨンルーム：Windowsマシン）

4５

4月 5月 6月 7月 8月 9月 1０月 1１月 1２月 1月 2月 3月 計

E学矛 ト ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

F学¥ト ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

G学ギ Ｉ ９ 3５ 1５ 3６ ２ ４ ９ 2４ 2１ 2５ ４ ０ 1８４

H学ギ

J学￥

ト

ト

０
－
０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

K学ギ ト ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １

L学矛 ト ６ 1５ 4０ 2７ 3４ ３ 4２ 7９ 9８ 3１ ０ ０ 375

P学科

Q学科

０

858

０

2１５１

１

2１５３

０

1７２０

０

1５２

０

234

０

917

０

1２４３

０

1４８３

０

1０８９

０

1２０

０

０

１

1２１２０

W学科 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ２ ０ ０ ０ ２

博士， ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

修士Ｍ

科目履Ａ

２１

０

-311-
１１

３１

４

1９ ０

O’０

６

０

2５

５

1９

７

４０

４

８

４

１

０

０

０

2０１

2５

計 894 223312245 1８０２ 1８８ 247 998 1３７２ 1６４８ 1１５７ 1２５ ０ 12909

日数 1４ 2１ 2０ 1８ 1０ ５ 2０ 1８ 1８ 2０１５ ０ 1６９

4月 5月 6月 7月 8月 9月 1０月 1１月 1２月 1月 2月 3月 計

E学矛ト ０１ ０， ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

F学ギト １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １

G学矛ト ０ ０ １ ７ ３ １ ４ ５ １ ３ ０ ０ 2５

H学矛 Ｉ ３ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ２ ０ １ ０ ０ ６

J学矛 ト ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ １

K学矛 ト ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

L学禾 ト ０ ０ ０ ２ ０ ０ 4３ ４ ０ ０ ０ ０ 4９

P学ギ ト ０ ０ ０ 1８ ３ ０ ０ ４ ２ ４ ０ ０ 3１

Q学科 1４８ 3６１ 6３９ 914 1２０ 5９ 535 6２９ 720 6０７ 2７ ０ 4759

博士， ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

修士Ｍ 1３ 1６ 2５ 3７ 1２ ４ 2３ 2２ 2４ ９ ０ ０ 1８５

科目履Ａ ５ ５ 1０ ４ ０ ０ ５ 1３ 1６ 1１ ０ ０ 6９

計 1７０ 382 675 982 1３８ 6４ 610 680 763 635 2７ ０ 5１２６

日数 ７ 2０ 2０ 2３ ６ ５ 2０ 1９ 2０ 2２ ３ ０ 1６５



2000-2003年度年報

活動報告・施設見学等

2000年度から2003年度に，メデイアラボにて開催された講座・講習会の概要を示した。ま

た施設見学に関する概要もあわせて示した。

○２０００年度開催講座

開催日 イベント名 主イ 対象 参加者

５月１０日 LL設備活用セミナー メディアラボ 教員 ３

５月３１日 CampusESPerセミナー メディアラボ 教員 ４

６月７日 BeOSセミナー ﾒディァラポ 教員 ４

７月８日 ＢｅＯＳセミナー ﾒディァラボ 教員 ３

７月30日 オープンキャンパス 大阪電気通信大学 高校生
９月１７日 オープンキャンパス 大阪電気通信大学 高校生

１２月９日 オープンキャンパス 大阪電気通信大学 高校生

１１月22日 BeOSセミナー ・メディアラボ 本学学生 5０

１１月２９日 BeOSセミナー ﾒディァラボ 本学学生 5０

12月２日 BeOSプログラミング講習会 ﾒディァラポ 本学学生 2０

１２月１３日 DoGAセミナー ﾒディァラボ 本学学生

１月１３日 BeOSシンポジウム
大阪電気通信大学

日本システムディベロップメント
一般

･ＢｅＯＳシンポジウム

2001年１月１３日に，マルチメディアに特化したOSであるBeOSのシンポジウムを本学

四候畷学舎6号館にて開催した。米国Be社のCOO(chiefoperatingofficer)である，サ

コマン氏をお招きし，講演を通じてデジタルメディアコンテンツ制作環境の未来ついて

展望した。また，メディアラボでは,参加者にBeOSのソフトウェアである，アニメーショ

ンソフトのMoho,動画編集ソフトであるPersonalStudioを体験するコーナーを設置した。

4６

８



活動報告・施設見学等

○２００１年度開催講座

開催日 ｜イベント名 ｜主催 ｜対象 参加者

８月25日 オープンキャンパス 大阪電気通信大学 高校生

１２月２２日 第１回プレエデュケーション メディア情報文化学科
メディア情報文化学科

入学予定者

１月１２日 Mohoコンテスト2002
情報処理教育センター
メディア情報文化学科

一般･本学学生

１月23～25日 CG検定3級言 座 資格学習支援センター 一般｡本学学生

２月５日 ムービー作成講習会 メディアラボ メディアラボ

２月９日 第２回プレエデュケーション メディアI情報文化学科
メディア情報文化学科
入学予定者

･Ｍｏｈｏコンテスト２００２

BeOSやWindows上で動作するアニメーション作成ソフトウェアのMohoを用いて，アニ

メーションコンテストを開催した｡Mohoは,簡単なマウス操作で生き生きとしたアニメー

ションを作成できる優秀なソフトウェアで，メディア情報文化学科.の演習授業であるコ

ンピュータ基礎演習IＩにてコンテンツ作成の一つとして使用されている。コンテストに

はメディア情報文化学科の１年生が多く参加した。
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代表的な画像編集ソフトであるPhotoshopを用いて，Photoshopの基本操作から，レイ

ヤーの概念，光学的な画像処理，イラスト作成等を３回構成で講習を行った。

･Photoshop講習会

○２００２年度開催講座

4８

･Shade講習会

３ＤＣＧソフトウェアであるShadeを用いて，基礎的なソフトウェアの操作方法からアニ

メーシヨン作成の方法までを，３回構成で講習会を行った。３０名近くの本学学生が受講し

た。

○２００３年度開催講座

開催日｜イベント名主催対象 参加者

●

ス ’

大阪電気通信大学

大阪電気通信大学

高校生
ｆ－

高校生

５月24日

６月１９日

６月20日

６月

1１月

２１日

２１日

１１月２９日

i-Movie講座

i-Movie講座

Shade講習会

メディアラ
■一小一一

フ
ー
フ
ー
ー

ボ
ー
ボ
ー
ボ
ー
ボ

本学学生

－本学学生一一Ｌ－ 2８
本学学生’１９

メディアラボ；本学学生
一一一一一一一一一一一一一◆一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

類 熟Ｊ一麓圭一
２

3０

メディアラボ
メディアラボ

本学学生’２７
本学学生’２５

開催日 イベント名 主 催対象 参加者
５月30日 Photoshop講習会 メディアラボ 本学学生 2６

５月３１日

６月２日

６月６日

外国語教育メディア学会
関西支部春季研究大会

Photoshop講習会
Photoshop講習会

外国語教育メディア学会
関西支部

メディアラボ

メディアラボ

会員および一般

本学学生

本学学生

２５

2８

８月23日

８月４日

８月５日

８月６日

１１月28日

１２月１８日

鰯雲=ﾝ琴スー蛎蕊簾｜体験入学

体験入学 Ｉ大阪電気通信大学

体験入学

起動からはじめるMacintoshl

Excel講習会

大阪電気通信大学

メディアラボ
メディアラボ

高校生および保護者

'一一一一一一一一一一一*－－－一一－

高校生

高校生

高校生

本学学生

本学学生

９
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･マレーシア首相来学

2001年１月１９日，マレーシア首相であるマハティール氏が本学を訪問され,四候畷キャ

ンパス6号館を見学された｡今回のマハティール首相の来学は,本学の最新の1盾報技術を

駆使した教育環境と支援システムの基盤である，“IT-Eduation”をキーワードに実現し

た。マハティール首相は，クリエーションルームにおいて，BeOS上のアニメーション作

成ソフトであるMohoを用いた授業を見学され，ネットワークを活用した学生間での協調

作業に非常に関心を持たれていた。

○見学（2000年度）

活動報告・施設見学等
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見学日

５月１３日

５月１９日

５月２７日

５月２９日

６月９日

６月１２日

６月２０日

７月１０日

７月１３日

７月２７日

８月８日

８月３０日

１０月５日

１月１９日

団体名

緑樹会

SherdanCollege

後援会

教

樟蔭東女子短期大学

教務パソコンソフト研究会

高等学校図書館司書研究会および

高等学校家庭科研究会

湖南大学

大阪経済大学情報科学センター

日吉中学体験学習会

金光高等学校

茨木西高等学校
マレーシア首相

1口 .大学

我員四候畷6号館見学会

人数

約40名
3名

数名
40名

15名

20名

29名

9名

数名

31名

約10名

22名

Ｆ
一
＃
一



○見学（2003年度）

5０

○見学（2001年度）

○見学（2002年度）

2000-2003年度年報

見学日 団体名 人数

４月26日 滋賀県野洲高等学校

５月19日｜緑樹会
６月20日｜県立北大津高等学校
８月３日日中図学教育研究国際会

拳
我

二
二
口 約55名

11月21日：大阪府立高等学校

１２月１０日
一一一一一一一一一一■一二一一一一一一

富山県私立高岡第一高等学校 約35名

２月１３日｜同志社大学

見学日 団体名 人数

５月１６日 四峰畷市忍ヶ丘小学校 89名

５月24日 関西電子情報産業協同組合
６月１５日

６月１９日

６月29日

７月１５日

大阪電気通信大学高等学校

大阪府立成城工業高等学校

友電会･緑樹会

府立池島高等学校

約450名

約70名

約260名

7名

９月４日 メディア情報文化学科関連企業 １２名

９月１１日 鳥取県立由良高等学校 約25名
９月20日

１１月１１日

１１月１１日

１１月２１日

１２月７日

見学

東放学園

文部科学省

大阪府立野崎高等学校
初町子供会

3名
名
一
名

２
－
２

約35名

約50名

１２月25日 四峰畷市長 6名

１月１１日 四峰畷市教育長･青年会議所役員 7名

３月４日

３月２５日

’四峰畷市役所

｜高校教諭対象大学見学会

３月26日｜寝屋川市役所･都市整備公団
３月27日｜進学塾京大進研

約

名
一
名

数
両

25名

35名

見学日 団体名 人数

４月１８日

５月24日

６月２１日

６月24日

６月27日

７月23日

７月30日

オーストラリア訪問団

忍ヶ丘小学校

大阪電気通信大学高等学校(保護者）

兵庫県立兵庫工業高校

兵庫県企画文化部

大阪電気通信大学高等学校(学生）

寝屋川市会議員

2名

88名

約200名

約50名

2名

約50名

約9名
９月３日 大阪市立此花総合高等学校 約15名
１０月６日 鳥取県立由良育英高等学校 約33名
１０月１７日 近畿大学付属新宮高等学校 約5名
１０月23日 大阪府立野崎高等学校 約35名

１月１４日 四峰畷市会議員 約10名
２月６日 三菱電機関西支社 3名

２月１２日

３月24日

サウディ･アラビア王国視察団
高校教諭対象大学見学会

3名

約35名



メディアネヅトワーク運用規定

メディアネットワーク運用規定

メディアラボが運用を行っている，四候畷学舎６号館ネヅトワーク（メデイアネヅト

ワーク）の運用規定を示す。

メディアネットワークシステム運用・利用規程

(目的）

第１条メディアネットワークシステム（以下システムという）の管理および運用は，この規程の定

めるところによる。

(定義）

第２条 この規程に定めるシステムとは，以下の情報通信にかかわる装置・設備および関連事項を

いう。

（１）メデイアネツトワークとして敷設された本学四峰暇学舎６号館を中心とする通信回線

および建屋間を接続する通信回線及びその接続装置

（２）建屋内の配線および接続関連機器，各室の情報コンセント

（３）上記回線上で稼働するサーバーシステム

（４）本回線運用上必要なアドレスなどのネットワーク関連事項

(組織および運用管理責任者）

第３条システムの運営に関する重要事項を審議するために，メデイアネヅトワーク管理委員会をお

く。

２システムの管理責任者は，メディアネットワーク管理委員会で選出する。

３システムの実務的な運用を行うために，メディアネットワーク管理委員会の下にメディア

ネヅトワーク運営委員会をおく。

４システムの運営責任者は，メディアネットワーク運営委員会で選出する。

５緊急を要す対応等を行なうため，メディアネットワーク運営委員会の下にメディアネット

ワーク運営委員会の下にメディアネットワーク運営管理者をおく。

(管理範囲）

第４条システムの管理範囲は以下の通りとする。

（１）メディアネットワークとして敷設された本学構内問および建屋間を接続する通信回線

及びその接続装置

（２）メディアネヅトワークに接続された外部機関との接続に関わる通信回線およびその関

連機器

（３）建屋内の配線および接続関連機器，各室の情報コンセント

２学部・学科・研究室などで独自に運営するサブネットワークは，各運営組織の管理とする。

３情報コンセント以降の，配線や機器は，各利用者の管理とする。
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(利用者）

第５条メディアネットワークを利用できるものは，以下の通りとする。

（１）本学教職員

（２）本学の学生および生徒

（３）その他メディアネットワーク運営委員会の承認を得たもの。

(免責）

第６条利用者の不注意等により，利用者が被った損害については，本学は責任を負わない。

(利用者の責務）

第７条利用者の意図の有無にかかわらず，利用者がメディアネットワークを経由しておこなった行

為によって，外部の団体や個人に与えた損害・不利益は利用者本人がその責を負わなけれ

ばならない。

(罰則）

２

第８条以下の事項に該当する場合，メディアネヅトワーク運営委員会は，利用者に改善

を求めるとともに，事由によっては，自体が改善するまでの間，接続機器の切り離し，利

用資格の取り消しまたは使用停止等の措置をとることができる。

尚，緊急を要す場合には，メディアネットワーク管理者がそれを代行することができる。

(1)利用者がメディアネットワークの利用に関わる諸規定に反する場合

（２）本学または外部のネットワークシステムに重大な損害または不利益を与えた場合

（３）ネットワークの円滑な運用を妨げる行為の合った場合

（４）その他，メディアネットワーク運用管理委員会が必要と認めた場合

機器の切り離し，利用資格の停止，使用停止等の措置をおこなった場合，メディアネットワー

ク運営管理者は，速やかにメディアネットワーク運営委員会の承認を受けなければならな

いｏ

(細則）

第９条メディアネヅトワークの管理，運営などに必要な事項は，メディアネットワーク運営委員会

の承認を得て，別に定める。

(規程の改廃）

第１０条この規程の改廃は，メディアネヅトワーク運営委員会の議を経なければならない。

平成１２年９月１９日制定
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メディアネットワーク運用規定

メディアネットワークシステム利用に関する情報倫理規程

１．１情報倫理規程の趣旨・目的等

本規程は，本学メディアネットワークシステムの円滑な利用を促進するために設ける。

この規定は，ネヅトワークシステム利用における情報倫理の基準を定め，利用者が良識

的行動規範を持って臨めるようにするとともに，基準違反行為に対する措置並びに罰則

及びその適用手続きを明らかにすることを目的とするものである。

対象者は，本学の教員（非常勤教員，名誉教授等を含む)，職員（臨時雇い，アルバイ

ト等を含む）及び学生（聴講生，交換留学生等を含む）であり。本学メディアネットワー

クシステムの利用が本学の敷地内でなされたと否とを問わず適用される。

なお，学外者（卒業生等を含む）については，たとえば，本規程の遵守を旨とする同

意を得るなどして，実施に疎漏がないようにする。

２．用語の定義

本規程において使用する用語は，次の通り理解するものとする。

（１）ここで言う「情報倫理」とは，本学メディアネヅトワークシステム及びインターネッ

トを含む情報ネットワークシステム利用上の行為基準であって，その遵守が利用者の

健全な社会規範意識によるもの並びに法令または本学学則によってその遵守が義務づ

けられているものを意味する。

（２）「法律上の義務」とは，日本国の法律，規則，制令または条例によって規定された

義務並びに本規定の適用対象者に対して適用のある契約上の義務（約款による場合を

含む）及び慣習法上のすべての義務を意味する。

（３）「罰則」は，本学学則に基づく除籍処分，停学処分，注意処分その他の処分，本学

就業規則に基く懲戒処分，本規程に定める措置を含む。

（４）「違反行為」とは，情報倫理に反する行為を意味する。

（５）「ネヅトワーク・サービス」とは，プログラムの使用，データの入力，挿入，削除，

出力その他の使用，電子メール・システムの使用，ハードディスクの使用，通信設備

の使用，プリント等の出力を含め本学情報ネヅトワーク・システムに含まれる情報資

源の全て，あるいは，利用者の段階の応じた一部の提供を意味する。

３．システム利用上の遵守事項

（１）利用者は，本学の建学精神に則り，品位を保ち，社会の一員としての自覚に基いて

利用しなければならない。

(２）本学メデイアネヅトワークシステム（以下「システム」という）を利用するために

は，別に定めるシステム利用細則に基き，利用資格の取得を申請し，所定の情報倫理

講習を受講した上，利用資格及びアカウントを取得しなければならない。

（３）システムの利用に際しては，システム管理者の指示に従わなければならない。
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（４）システムの利用は，本学が定めるアクセス時間内に限られる。管理者は，停電，シ

ステムの保守・点検，システムの更新作業の実施，入試事務等に伴うシステムの閉鎖

その他の合理的な理由があるときを除き，原則として，利用者が必要とするアクセス

時間を付与し，通常のネヅトワーク・サービスを提供しなければならない。ただし，教

育・研究のために公衆回線を利用した学外からのアクセスについては原則として無制

限とする。また，授業利用にあたっては，自学自習のための情報コンセントへの接続

も含めて，施設利用規程の範囲内とする。

（５）本学の情報機器又は個人が所有する情報機器をシステムに接続する場合は，大学側

の指示を遵守しなければならない。

（６）技術上のトラブル，利用上のトラブル，その他何らかのトラブルを発見した利用者

は，そのトラブルの発生原因が利用者にあると否とを問わず，担当教員またはシステ

ムの管理組織に対し，直ちにその事実を申告しなければならない。

（７）システムの利用を終了する時は，当該利用者は，サーバ内のすべての個人ファイル

の削除，メーリングリストからの退会を含め現状回復の義務を負う。

４．最低限守るべきルール

(他人に迷惑をかけないため，共有するシステムの安全を守るための責任）

（１）利用者は，利用資格を取得した後はすべての利用行為に関して全責任を負う。

（２）他の利用者と利用資格を共有してはならない。ただし，特に必要があってグループ

ＩＤの申請をしようとするときは，別に定めるところに従う。

［例］自分の宿題を代理提出してもらうため，友人にパスワードを教えた。

（３）システムのリソース（計算時間，ハードディスク使用量，通信時間）を大量に消費

し続けることにより，他の利用者の利用を妨害してはならない。

［例］アルバイト先で頼まれた大きな音声ファイルをサーバに長期保存し，他人のディ

スク領域を圧迫した。

（４）コンピュータ・ウィルス等，システムの混乱の原因となる有害プログラムまたはデー

タを本学システム内に持ち込んではならない。

［例]教室のパーソナルコンピュータでＷｅｂサイトからゲームソフトウェアを入手し，

実行してみたらウィルスが含まれていて学内に蔓延してしまった。

（５）学内向けの情報をみだりに学外に持ち出さない。

［例］ダイヤルアヅプ利用の電話番号を学外のＷｅｂ掲示板に書いたら，あちらこちらか

ら電話がかかり，本来の使用に支障が生じた。

（６）設備または，サービスを営利目的に使用してはならない。

［例］アルバイト先の宣伝ページを学校のＷｅｂサーバの自分のページ内に置いた。
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(社会通念，公序良俗に反しない）

（７）第三者の著作物であるファイルやデータの引用・参照をするときは，「著作権法」の

規定及び公正な慣行に従わなければならない。

［例］レポートを作成するときに，他人が作成したＷｅｂページにある文章や図をそのま

ま使い，出典も明記しなかった。

（８）発信された電子メールは，その発信者がすべての責任を負う。

［例］悪口を書いた電子メールを友人に出そうとしたら，間違って宛名を先生にして

送信してしまった。

（９）他の利用者の電子メールを許可なく読み，削除，複製，変造又は公開してはならな

Ｌ１ｑ

［例］同級生のプライベートな電子メールのファイルが，たまたま誰にでも読める状

態であったため，掲示板に貼り付けてからかった。

(１０）いやがらせや公序良俗に反する内容の電子メール，脅迫的な電子メール，不確かな

情報を内容とする電子メールを発信してはならない。

［例］知人から受け取った警察発という噂の当たり屋グループの車のリストをメーリ

ングリストに流した。

(１１）求められていないメール，営利を目的とするメヅセージや有害情報等，迷惑となる

電子メールを発信してはならない。

［例］マルチ商法や，いわゆるネヅトワークビジネスへの勧誘のメールを友人知人に

送信した。

(１２）Ｗｅｂページを悪用して社会通念に反する情報を流してはならない。

［例]Ｗｅｂページに自殺のための薬物の利用方法を詳しく紹介した。

(１３）リモートシステムへの権限外のアクセスを試みるために本学システムを利用しては

ならない。

[例]教室等の情報コンセントにノートバソコンを接続して，企業ｗｅｂサーバの弱点を探る

プログラムを実行した。

（自衛のための自己責任）

(１４）機密を要するメヅセージを送信するときは，デジタル署名その他公に承認された電

子認証を用い，テキストを暗号化して送信するように努める。

［例]Ｗｅｂ通信販売書店から購入する際に，クレジヅト番号が暗号化されずに送られて

いることに気づかず，番号を盗用されて悪用された。

(１５）自己の個人情報を不用意に漏らしてはならない。

[例]学外のＷｅｂ掲示板での景品付きアンケートに，自宅住所，電話番号，家族構成などを

記入したら，弟に料金着払いで高価な英会話教材が送りつけられてきた。
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(不正行為をしないこと）

(１６）虚偽または二重の利用資格を申請してはならない。

［例]全然学校に来ない友人の代理で利用資格を申請し，そのユーザＩＤとパスワード

を他大学の友人に教えた。

(１７）事前の同意なしに，他の利用者が保有するファイルまたはデータを削除し，複製し，

改変してはならない。

［例］友人の提出予定のレポートのファイルが読めたので，無断でコピーして提出し

た。

(１８）コンピュータ・システムを段損し，混乱させ，性能を変更し，故障の原因となるよ

うな行為をしてはならない。

［例］故意に繰り返し呼び出されるプログラムを作成し，システムダウンを招いた。

(１９）電子メールを偽造し，または，その偽造を試みてはならない。

［例］教務課からと偽り，卒業単位数不足通知を電子メールで送った。

(２０）システムおよびユーザのパスワードの解読を試みてはならない。

［例］パスワードを探知するプログラムをシステムのパスワードファイルに対して実

行し，解読できたものを他人に漏らした。

(２１）システム・ファイルを複製，削除，改変してはならない。

［例］教室のパーソナルコンピュータの画面レイアウトを勝手に変更し，次に使う人

が困るようにいたずらした。

(２２）第三者のソフトウエアなど著作権の対象となっているものを,､許可を得ずに複製し

てはならない。

［例］大学固有のコンピユータのみ利用権があるソフトウェアを自宅にある個人所有

のコンピュータにコピーして使った。

(２３）ネットワーク・システム，プログラムまたはデータを破壊または改変してはならな

い。

［例］むしゃくしゃしていたので，教室のパーソナルコンピュータのファイルを全部

消去した。

(２４）正規の手続きによらずにより高いレベルの利用資格を入手しようと試みてはならな

い。

［例］管理者が作業している端末付近で通信を傍受し，管理パスワードを盗んだ。

(２５）機密であることが分かっているファイルにアクセスしてはならない。アクセス後に

当該ファイルが機密であることが分かったときは，直ちにアクセスを中止しなければ

ならない。

［例］先生が暗号化を忘れた定期試験の問題を自分のディレクトリに置いたままにし

ていたので，それを読んで良い成績を取ろうとした。
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５．法律上の義務

ネットワーク・システムの利用に関連する法令は次の通りである。なお，これらに違

反する行為は，いずれも犯罪行為であり，処罰される行為である。システムの利用者は，

これらの義務を遵守すべきであるものはもちろんのこと，システムの利用に際して，法

令に触れる行為をしてはならない。

(不正アクセス，コンピュータ犯罪等）

（１）コンピユータで使用するファイルを不正に作成してはならない（刑法１６１条の２）

（２）コンピュータを破壊したり不正の指令を与えるなどしてコンピユータによる業務を

妨害してはならない（刑法２３４条の２）

（３）コンピュータに不正の指令を与えるなどしてコンピュータを誤作動させ，不正の利

益を得てはならない（刑法２４６条の２）

（４）コンピユータで使用するファイルを破壊してはならない（刑法２５８条，２５９条）

（５）本学及び他のネットワークにて不正アクセス行為を行ってはならない（不正アクセ

ス禁止法３条）

［例］１学外Ｗｅｂサイトからクラヅク（他人のデータやプログラムを盗んだり，改ざ

んや破壊などを行うこと）のためのプログラムをダウンロードし，不正な通信要

求を送信して教室のコンピュータを停止させた。

［例］２自分が利用するシステムの管理パスワードを推測し，システムのファイル

を書き換えた。

［例］３他大学の友人のパスワードを推測して，その大学に侵入し，友人の電子メー

ルを盗み見た。

※なお，従来はシステムに侵入するだけでは犯罪とはならなかったが，不正アクセス禁

止法（巻末に条文掲載）により，平成１２年２月１３日以降は犯罪となる。

(知的財産権）

（６）他人の特許権を侵害してはならない（特許法１９６条）

（７）特許がないのに特許とまぎらわしい表示をしてはならない（特許法１９８条）

（８）他人の商標権を侵害してはならない（商標法７８条）

（９）登録商標でないのにこれと紛らわしい商標を使用してはならない（商標法８０条）

(１０）他人の著作権，著作人格権，出版権，著作隣接権を侵害してはならない（著作権法

１１９条）

(１１）著作者でない者の実名または周知の変名を著作者であるとして表示して著作物を頒

布してはならない（著作権法１２１条）

(１２）商業用レコードを複製し，その複製物を頒布してはならない（著作権法１２１条の２）

(１３）他人の商品と誤認するような商品表示をしたり，国際機関の標章と誤認させるよう
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な標章を使用して不正競争をしてはならない（不正競争防止法１３条）

※Ｗｅｂページをデザインしたり，レポート，論文をＷｅｂに掲載する際には，特に（１０）,（１１）

に注意し，作成者の掲載許諾を得ること，参照・引用時には出典を明示すること等を

徹底する。

※たとえば，音楽ＣＤの音声データ，雑誌等からイメージスキャナで取り込んだ歌手の写

真，歌詞の全文掲載等は（１０），（１２）に抵触する。

(遵守しなければならない最低限の事項）

(１４）他人の名誉を段損してはならない（刑法２３０条）

(１５）公然と他人を侮辱してはならない（刑法２３１条）

［例]Ｗｅｂページに虚偽に基いた誹誇や中傷記事を繰り返し掲載した。（虚偽でなく事

実であっても問題となる場合がある）

(１６）他人の生命，身体，自由，名誉または財産に対して危害を加える旨を告知して脅迫

してはならない（刑法２２２条）

［例］喧嘩した知人に対し，殺害を示唆するメールを執勧に送り続けた。

(１７）虚偽の風説を流布するなどして，他人の信用を穀損し，または，他人の業務を妨害

してはならない（刑法２３３条）

［例］担当教員から単位を得られなかったことに対する腹いせに，その教員からセク

シャルハラスメントを受けたと虚偽の内容をＷｅｂページに掲載した。

(１８）他人のものを盗んではならない（刑法２３５条）

(１９）他人を欺いて物を交付させたり，財産条の利益を得たりしてはならない（刑法２４６

条）

［例］ネヅトワークニュースの不用品売買に参加し，代金を受け取ったが品物を送ら

ずに引っ越した。

(２０）未成年者の知慮浅薄または他人の心身耗弱を利用して物を交付させたり，財産上の

利益を得たりしてはならない（刑法２４８条）

［例］ゲームソフトウェアを小学生にねずみ講的に販売した。

(２１）他人を恐喝して物を交付させてはならない（刑法２４９条）

(２２）自分が占有する他人の物を横領してはならない（刑法２５２条）

(２３）賭博をしてはならない（刑法１８５条）

［例］海外のサヅカーくじをＷｅｂページを通じて日本から購入した。

(２４）富くじを発売してはならない（刑法１８７条）

［例］友人と共同で私設宝くじのＷｅｂページを開設した。

(２５）わいせつな文書，図画その他の物を頒布したり，公然と陳列してはならない（刑法

１７５条）

［例]海外のＷｅｂページからポルノ画像を自分のコンピュータにダウンロードし，ｆｔｐ

（ファイル転送機能）で友人に販売した。

(２６）営利の目的で，淫行の常習のない女子を勧誘して姦淫させてはならない（刑法１８２

条）
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６．違反行為に対する措置

メディアネットワーク管理委員会（以下「管理組織」という）は，本規程の違反行為をした者（アカ

ウントを盗まれた場合の盗まれたものを含む）に対し，以下の措置を講ずることができる。これらの

措置について，管理組織はいつでも解除することができる。また，本規程の７に定める上部組織から

の解除決定の通知を受けたときは直ちに解除しなければならない。なお，利用資格取消の措置を解除

した時は，新規アカウントを付与するか，取り消したアカウントを復活して利用を再開することとす

る。

アカウント取消中または停止中の電子メールの消滅，不到達，ファイル等の削除等が発生しても，

本学は，その責任を一切負わない。

これらの措置に対する不服申立等がある場合には，措置が講じられてから１週間以内にメディアネッ

トワーク管理委員会に対して文書で異議を申し立てることができる。メディアネットワーク管理委員

会は，その通知を受理した場合その不服申立等を調査する為に調査委員会を設置することができる。

(1)利用資格の取消

（２）利用資格の停止（１年を超えない期間内に限る）

（３）利用資格の変更

（４）違反行為に使用され，または，違反行為の結果として生じたファイル，データ，プログラム等の

削除

（５）違反行為に使用され，または，違反行為の結果として生じたファイル，データ，プログラム等へ

の一般的もしくは個別的なアクセス制限

（６）アカウントの停止・変更

（７）その他の教育的措置

７．違反行為に対する措置の適用手続

(1)管理組織が措置を講じようとするときは，違反行為の疑いのある利用者から事前に事情を聴取

しなければならない。ただし，緊急を要し，事前に聴取することができない場合には，この限りで

ない。

（２）また，違反行為に対する措置を講じたときは，２４時間以内に，その措置を講じたこと及びその

内容を公示しなければならない。

(３）違反行為に対する措置が規定の６の措置に当てはまらないと管理組織が判断した場合，管理組

織は該当する上部組織に措置を委ねる事ができる。

(４）前項に該当する上部組織は，管理組織からの通知より３０日以内に当該学生に対する本学学則に

基く処分の要否，または，既に講じられた措置の解除の要否を決定しなければならない。

(５）前項に該当する上部組織が措置の解除を決定したときは，管理組織に対しその決定の時から２４

時間以内に措置解除決定及びその内容を通知しなければならない。

(６）管理組織が違反行為に対する措置の解除を講じた場合には，２４時間以内にその内容を公示しな

ければならない。

８．相談窓口

相談窓口に関しては，別に定めることとする。

平成１２年９月１９日制定

※この情報倫理規定は社団法人私立大学情報教育協会発行の「インターネットと情報倫理１９９９年版」に

記載されている「ネットワークシステム利用上の情報倫理規定モデル」を参考とした。
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